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北大文学部紀要 42-3 (1994) 

〈史料所見〉 国王甚属のクレ}リクスとカペラーヌス

一一1216年から 1272年まで一一

東出 功

〈はじめに〉

問題の所在を具体的な事例にそくして説明しよう。

[ 1 ]①“N overitis nos intuitu Dei contulisse .….. dilecto clerico 

nostro L [uceJ c<<ρellano， decano Lichefeld [LichfieldJ， decanatum 

Sancti Martini， London.…..， vacantem per mortem Galfridi [Geof. 

freyJ de Bocland quondam decani ejusdem ecclesie…… (1225)" -

Patent Rolls， 1216-25， p.550. ② “…・・・ L. caρel伽 0，thesaurario 

domini regis……(1226)" - Patent Rolls， 1225-32， p.29. ③“Teste 

. Luca Dαρellano， decano Sancti Martini， London (1226)" - Ibid.， 

p. 104. Cf. also pp. 176， 178， 232， 236. ④“Cum dilectus Lucas 

decanus Sancti Martini Londonie unanimiter et canonice sit electus 

ad archiepiscopatum Dublinensem…… (1229)"一一CPR，II， 234. Cf. 

also pp. 232，235-7. 

出典は，いずれも『開封勅許状簿』である。ロンドン聖マノレティヌス大聖

堂の前参事会長ジェフリが死亡し，国王はその参事会長職をルーク(ルー

カース)へ与えた。勅許状①は，それを告知したものである。ルークは，そ

の時点でリチフィールド司教座の現職参事会長であった。彼はしかも国王直

属の、クレーリクスかであり，また、カペラーヌスかであるという。勅許状

①における斜体字の文言がそれである。要するにこのルークに関しては，ク

レーリクスともカペラーヌスとも，双方の呼称が検出された。
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北大文学部紀要

勅許状②および③では，単にカペラーヌスとなっている。しかし②では国

王の、テーサウラーリウスグである。このことばは一般に treasurerof the 

exchequerすなわち財務府長官を意味するが，彼のばあいは treasurerof 

the chamberすなわち字義通りにいえば国王の、寝室グの財宝管理者で

あったa)。この役職からして，彼は依然として国王直属のクレーリクスで

あったと推定される。なお彼は，④の前年に夕、プリン大司教に選出されてい

た。

a) この官職については，すでに後出の拙稿G (中)第5節で言及している。タウトの

説明によれば，財務府長官とは、nationaltreasury"すなわち、国家財務グの長官であ

り，ルークの任務は、、treasurerof the hous巴hold'ノすなわち、国王家政かの財務統括者

であった。 T.F. Tout， Chapters 仇 theAdministrative History 01 Mediaeval 

Engla日d，(Manchester， 1937)， I， 195f. 

国王のクレーリクスすなわち、c1ericusregis: king's c1erk"について

は，これまで一連の拙稿b)においてさまざまな側面から検討している。ここ

では，その定義の要点、を再確認するだけに留めよう。

O 第 1点 国王のクレーリクスとは，国王の行政官僚のうちでも，聖職者

である点において俗人官僚から区別される。

O 第2点 国王のクレーリクスとは，聖職者のうちでも，国王から直接に

給養される点において他の聖職者から区別される。

これは， G.P.カティノウの定義c)を筆者なりに要約したものである。この

第 2点の直接給養は，貨幣や現物のほかにしかるべき聖職禄の支給によって

なされた。またその給養は官僚としての実務担当期間だけに留まらず，実務

担当から解除された後にも継続することがあった。いいかえると国王は，彼

らをそのまま国王直属身分に留めておくことが少なくない。彼らはいわば

、予備役グの状態に留められ，必要に応じて、現役グに復帰させられる。

yレークは現職の財宝管理者であり，その点からしてまさに、現役かであっ

た。
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く史料所見〉 国王直属のクレ}リクスとカペラーヌス

b)拙稿A'、、King'sclerks"に関するこつの試論」北海道大学『人文科学論集』第9

号 (1972); B '中世イギリスの中央行政機関における King'sclerksJ堀米庸三編『西洋

中世世界の展開』東京大学出版会(1973); C 門 King'scl巴rks"の下限考 King's 

servants考(序)J北海道大学『人文科学論集』第20号 (1984); D '中世後期における

、、King'sservants" Jイギリス中世史研究会編「イギリス中世社会の研究』山川出版社

(1985) ; E '中世イギリスの国家と教会」学生社『中世史講座」第5巻 (1960)およびF

，<史料所見〉聖職者における教皇・国王への同時間属」北海道大学「文学部紀要』通巻第

79号 (1993)。以下これらの拙稿に言及するときは， A， B， Cなどの記号で示す。

c) George Peddy Cuttino，“King's Clerks and the Community of the Realm"， 

SPECULUM， XXIX(1954)， 395ff. 

ノレークはまた③の時点でもロンドン聖マルティヌス大聖堂の参事会長であ

り，そのことからして引き続き国王直属のクレーリクスであったと推定され

る。何故か。聖マルティヌス大聖堂が、1ibera capella domini regis: 

king's free chapel"すなわち王立自由礼拝所であり，しかも王立自由礼拝

所の筆頭格であることはすでに別稿d)において詳述した。王立自由礼拝所で

は，参事会長もまた一般参事会員も概して国王直属身分のものから任命され

る。

d) G 'ロンドン聖マノレティヌス大教会と国王行政J (上・中・下)北海道大学『文学

部紀要』通巻第62・63・64号(1987/88); H ，<再説〉ロンドン聖マルティヌス大聖堂

-JoH・デントンの所説に関する覚書」北海道大学『文学部紀要』通巻第67号

(1990)。

要するにlレークは，上記の通りまず国王の財宝管理者つまり国王直属の高

官であり，また王立自由礼拝所の参事会長であることからして，国王直属の

クレーリクス身分に留まっていたと推定される。では彼がカペラーヌスとも

書かれているのは何故か。それはおそらく彼がこの王立の、カペラ。の構成

員であったことによるものであろうか。

x x x x x 

本稿の意図は，この二つの称号すなわち、国王のクレーリクスグと、国王
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のカペラーヌス。との用語法上の関係を検証することにある。何故そのよう

な検証が必要か。理由は単純である。まず一方の、国王のクレーリクスグに

ついては，たとえば上記のカティノウによって一応の定義が示されており，

筆者自身も大筋においてそれを支持している。しかし他方の、国王のカペ

ラーヌスグについては，これまで諸家の解説に接したことがなく，その実態

は筆者自身にとって久しく疑問のままに放置されてきたからであるヘ

e)拙稿C，第3節，特に 14頁。拙稿D，第2節。 国王のカペラーヌスにはこれら

2点、でも触れているが，いずれも表題に記載の通り，中世後期あるいは末期に関する所見

だげに留まった。

このたび、国王のカペラーヌスグを検証するについては，一つの機縁が

あった。筆者は最近の別稿f)において，聖職者の、同時両属。なるものにつ

いて検証した。ある聖職者が同時並行的に教皇・国王の両者に直属すること

がそれである。これを俗人世界の用語でいえば，その聖職者は教皇・国王の

両者を、封主'とし，逆に彼は同時並行的に両者のまさに、封臣'になって

いる。そのばあい彼は，教皇との関係においては概して、カペラーヌスグと

呼ばれ，また国王との関係では大半が、クレーリクスグと呼ばれた。

f)拙稿1r<史料所見〉聖職者における教皇・国王への同時商属一一1198年から 1304
年まで」北海道大学「文学部紀要』通巻第76号 (1993)。

この、同時両属'の検証過程で，次の事例に遭遇した。

[ 1 ]①“・…..to Philip Lovell [LuvelJ， one of the king云 clerks

(1250)" 一一Calendar 01 Papal Letters， 1， 261. ② “Philip Lovell， 

clerk， the king's treasurer， is admiUed a ρゅαlchゅla仇 (1253)"一一

Ibid.， p. 289. ③ “・…・・ at the king's request， to 肱 chaρlain and trea-

surer， Philip Luvel .…ー (1255)"- Ibid.， p.321.④“…… the king 

has caused Philip Luvel， his clerk and treasurer …… (1257)"一一Cal-

endar 01 Patent Rolls， 1247-58， p.603. 
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く史料所見〉 国王直属のクレーリクスとカペラーヌス

最後の④以外は，いずれも『教皇令状簿』第l巻からの引用である。フィ

リプは，まず令状①において、国王のクレーリクスグと書かれている。②で

は国王の財務府長官のままで、教皇のカペラーヌスグの身分に加えられた。

しかも彼は②?でも、クレーリクスグであり，国王の財務府長官であるから，

やはり、国王のクレーリクス'の身分に留まっていたであろう。その推定

は，開封勅許状④によって裏づけられる。

ともあれ彼の、同時両属汐は，令状②の時点から始まっている。さらに財

務府長官フィリプは，令状③において、彼のカペラーヌスグすなわち、国王

のカペラーヌスグと書かれている。これが誤植でないとすれば，彼はクレー

リクスとカペラーヌスとの双方の称号を帯びたことになる。

、同時両属グ者は，上記の通り教皇との関係では概して、カペラーヌス汐

と呼ばれ，また国王との関係では大半が、クレーリクスグと呼ばれている。

しかしフィリプは，国王との関係だけで双方の称号を帯びた。この事実は，

どのように説明すべきか。本稿は，その説明のために類例を探索したことを

機縁として書かれた。いわば、同時両属'の検証作業の副産物であり，結果

として上記の多年の疑問への再挑戦になった。

最後に，本稿の主要な典拠をあげておこう。

(Q) Calendar 01 the Patent Rolls， Henry 111， Vols. I~VI (1216-72) 

以下これを『開封勅許状簿』と呼び，出典を示すばあいには CPR.と略

記する。たとえば CPR，IIIはへンリ 3世治世の第3巻を示す。

。Calendar01 the Close Rolls， Henry 111， Vols. I~XIV (1227-72) 
以下これを『密封勅許状簿』と呼び，出典を示すばあいには CCR.と

略記する。たとえば CCR，Vはへンリ 3世治世の第5巻を示す。

『開封勅許状簿』と『密封勅許状簿』とを主要な典拠としたのは，他の刊

本史料集と比較して、クレーリクス。や、カペラーヌス汐などの身分情報が

豊富であることによる。またへンリ 3世治世を対象としたのは，上記の、同

時両属グに関する拙稿の副産物であることに由来する。その拙稿は『教皇令

状簿』第 1巻を主要な典拠とした結果として，時代の範囲は 1198年から

1304年までの 1世紀強にわたった。本稿の時代の範囲は，へンリ 3世治世
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に限定したことからしでほぼ半世紀聞になっている。

[IJ 

ではlレークやフィリプのような事例がほかにどの程度に検出されるか。こ

の節では，その事例を可能な限り最大限に抽出し検討する。

[ 1 ]①“Mandatum est …... quod primam ecclesiam quam vacare 

continget in Anglia de donatione domini regis ..…・ conferatisex 

parte nostra dilecto capellano nostro magistro Waltero de Lench' 

(1230)" - CCR， 1， 421.②“Magister Walterus de Lench， clericus， et 

decanus [Sancte Marie] Staffordie…… (1231)"一-CPR， II， .426. ③ 

“Mandatum est ..…・ quodfaciat habere Magistro Waltero de Lench'， 

clerico regis de dono regis …・・ (1238)"一一CCR，IV， 63. ④“Man-

damus vobis quod faciatis habere Symoni， capellano nostro， et Magis-

tro Waltero de Lench'， clerico c<<ρρelle nostre …… (1241)"一一Ibid.，

p.337. 

ウオールタは①において国王のカペラーヌスであるが，所属のカペラは明

示されていない。しかしこの密封勅許状は，将来において空席のしかるべき

聖堂区司祭職の授与を彼に予約したものである。②のウオールタはクレーリ

クスであり，しかもスタッファド聖母マリア聖堂は王立自由礼拝所であっ

て，彼はその参事会長であるという。本稿官頭のルークも王立自由礼拝所す

なわちロンドン聖マルティヌス大聖堂の参事会長であり，国王直属身分の聖

職者であった。③のウオールタは国王のクレーリクスであるというが，所属

については記載がない。④のウオールタは、国王のカペラのクレーリクスか

である。国王のカペラとは何か。それについては第7節で詳述する。

これら 4片の勅許状におけるウオールタがすべて同一人であるか否か，そ

の点については同定の確証がない。しかし仮に同一人であるとすれば，彼は

カペラーヌス・クレーリクス双方の称号を帯びたことになる。また④では

ウオーノレタが、国王のカペラのクレーリクス。であるのに対して，サイモン
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く史料所見〉 国王直属のクレーリクスとカペラーヌス

は、国王のカペラーヌスグである。この 2種類の称号表記にどのような相違

があるか，当面は断定を保留しておきたい。

[ 2 ]①“…… provideat Henrico de Berneval， c，ゆellanoregis 

vel de beneficio ecc1esiastico vel de escaetis [escheatsJ vel de wardis 

[ wardsJ， ad se sustentandum in servicio regis (1232)"一一CPR，11， 

489. Cf. also pp. 320， 327. ②“Protection for Henry de Bernavall'， 

the king's chaplain， so long as he be in the king's service (1236)"一一

CPR， III， 138. ③“…… dilectos nobis Magistrum Petrum de Aqua 

Blanca ...… Henricum de Berneval …・・・ Petrum Chaceporc …・・・ cler-

icos nostros (1240)"一一CCR.IV， 176. ④“…… quod faciat habere 

Herico de Berneval， capellano regis…… de dono regis (1241)" -

Ibid.， p. 269. 

へンリは①②および④において国王のカペラーヌスであり，③では国王の

クレーリクスの一人として書かれている。双方の呼称の両立は彼にも見られ

る。彼がいずれかのカペラでの勤務歴をもつか否か。その点は不明である。

[ 3 ] ①“…… Silvester de Everdon， king's clerk…… (1235)"一一

CPR， III， 94. ②“…… Silvester de Everdon， king's chaPlain， to the 

church of Conet…… (14 Jan. 1243)" - CPR， VI， 719. ③“・

Silverster de Everdon， king's clerk ..…・ lateof Richard， sometime 

parson .of Conet …・・・ (ditto)" 一一Ibid.，p.721. ④ “…・・・ die Lune 

proxima post festum Sancti Martini anno regni domini Henrico [sicJ 

regis filii regis J ohannis vicesimo nono， scilicet quatro decimo die 

mensis N ovembris recepit dominus Silvester de Everdon custodiam 

sigilli ipsius Henrici regis (1244)"一一CCR，V， 266. ⑤“EVERDON， 

Silvester de (d. 1254)， bishop of Carlisle， was possibly the Silvester 

who was one of the king's chaPlains in 1206…… a king's clerk， 

probably in chancery …・・・"一一 D. N B.， Supplement， sub nomine. 

これら 3通のうちて②と③とは同日に発給されたもので，カペラーヌスと

クレーリクスとの双方の称号が用いられている。④はシルヴ、ェスタが1244
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年の 11月14日に国王の印章の管掌官に，つまり大法官に任命されたことを

述べている。⑤は『伝記辞典』からの引用であり，この推定の通りであれば

1206年の時点で国王のいずれかの礼拝所に勤務していたであろう。

[ 4 ]①“Mandatum est ・…..quod robas quas dilecti et fideli nos-

tri Wi1lelmus Wacelyn .…・・ Gerardus ingeniator， Peturus clericus et 

caρellanus ejusdem castri， commorantes in municione castri nostri de 

Gannok' [Deganwy， co. CarnarvonJ…… a rege esse此 recepturi…

(1246)" 一一CCR，V， 487. ② “…・・・ the king's castle of Ganno …… 

(1241)"一一CPR，III， 265. 

密封勅許状①は，ディガンウィの王城の勤務者に官服の支給を指示したも

のである。人名はウィリアム以下 11名が列挙され，最後の 2名だけに役職

が明記されている。すなわちジエラードは要塞技官であり，ピータにはク

レーリクスとカペラーヌスとの双方の称号が併記されている。ピータは玉城

の勤務者であり，しかも国王から直接に官服の支給を受けていることからし

て彼は国王直属のクレーリクスでありまたカペラーヌスでトあったといえよ

う。なおディガンウィの城は，②の時点、ですでに国王に帰属していた。

[ 5 ]①“Mandamus…… quia clerici de capella nostra propter in-

firmitates suas nobiscum morari non possunt， N. de B吋 Johannemde 

Exon'， et P. de St M.， clericos ejusdem capelle， ad nos ad partes 

Francie venire faciatis indilate (1262)"一一CCR，XII， 174. ② “-

quod in vivario regis de Merleberg' [MarlboroughJ faciat habere 

Johanni de Exon'， clerico regis， quatuor bremias matrices …… de 

dono regis (1265)" 一一CCR，XIII， 25. ③ “…… J ohn de Exonia， 

chaPlain， to the church of ...... (1269)"一一CPR，VI， 321. 

密封勅許状①は，へンリ 3世がフランスで発給したものである。へンリは

国王のカペラからクレーリクスを帯同していたが，そのうちの病弱者を帰国

させることになった。この勅許状はその交替要員の派遣を指示したもので，

ジョンは国王のカペラのクレーリクス 3名中の一人として派遣されることに

なった。
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く史料所見〉 国王直属のクレーリクスとカペラーヌス

勅許状②では，モールパラの国王の養魚池で鯉breamの母魚4匹を贈与

された。この中での彼の称号は国王のクレーリクスとなっているが，開封勅

許状③では単にカペラーヌスとしか書かれていない。要するに彼もまたク

レーリクス・カペラーヌスの双方の称号を帯びたことになる。彼がカペラー

ヌスと呼ばれるのは，①に記載の通り国王のカペラでの勤務歴によるもの

か。

[ 6 ]①“・….. quod Simoni de Burneham， clerico Edwardi filii 

regis， ministranti in capella castri regis de Windles' [Windsor]， 

faciat habere…. de dono regis (1243)"一 CCR，V， 102. ②“-

quod Symon de Burnham， c<<ρellanus， sit capellanus Margarete filie 

regis， et quod celebret singu1is diebus de beata Virgine……(1244)" 

一一Ibid.，p.211. ③“Presentation of Simon de Burnham， chaρlain， to 

the church of St Mary， Canterbury …… (1246)" 一一 CPR，III， 495. 

④ “・…・・ Simon， king's cha，ρlain， keeper of the works of the castle of 

Windesor…… (1250)"一一CPR，IV， 66. 

サイモンは①の時点において王太子エドワードつまり後のエドワード 1世

のクレーリクスであり，ウィンザ王城内のカペラの司祭つまりカペラーヌス

であった。すでに再三にわたって指摘の通り，王族のクレーリクスは定義上

で国王のクレーリクスである。

彼は②によって王女マーガレトのカペラーヌスに任命され，聖処女マリア

の祝日ごとに祭式を執行することになった。彼はまた③においてもカペラー

ヌスと書かれており，さらに④では国王のカベラーヌスと明記されている。

しかしウィンザ玉城の建造物の管理官という役職からすれば，引き続き国王

のクレーリクスであったと推定される。彼がカペラーヌスであるというの

は，ウィンザ、王城内のカベラ勤務によるものか。

[7]①“Presentation of W[alter de Bradele] chaPlain of the 

queen， to the church of Ivichurch[Ivychurch， co. KentJ， in the king's 

gift …・・・ (1242)" 一一CPR，III， 274. Cf. also p. 276. ② “Pro Waltero 

de Bradel' clerico regine …・・・ quod .…・・ faciat habere Waltero de 
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Bradel'， clerico de warderoba regine …… (1248)" 一一CCR，VI， 25. 

③“…… queen Eleanor …… Walter de Bradele， keeper of her ward-

robe …… (1254)" - CPR， IV， 315. 

ウォ-;レタは，王妃のカペラーヌスからやはり王妃のクレーリクスに変

わっている。彼は王妃の納戸庁において書記から長官に昇進した。

* *キ* * 
次の[第 1表]は，これまでの検証の結果を一覧表にまとめたものであ

る。検証の対象者は合計9名であるが， ζれはへンリ 3世治世の『開封勅許

状簿』全6巻および『密封勅許状簿』全14巻との合計20巻から双方の称号

の併存の事例として検出されたもののすべてである。前者の合計3，724頁に

対して，後者は合計12，568頁にのぼる。両者の頁数を合算すれば， 16，000 

頁を超える。それだけの情報の総量にもかかわらず，称号併存の事例がわず

か9名に留まったということは，どのように理解あるいは評価すべきか。そ

の点については，後段であらためて言及する。

【第 1表】 双方の称号の併存の事例

0省略表記o c1c: c1ericus cap: capellanus 
(人名の頭書の数字は，本文中の引用の番号を示す。)

〈はじめに〉

l 一一一一， Luk巴:clc & cap 1225 

treasurer / chamber 1225-28; archbishop Dublin 1228-55 

2 Lovel， Philip: c1c 1250; cap 1255; c1c 1257 1< 

tr巴asurer/exchequer1252-58 

第 l節

1 Lench， Walter: cap 1230; c1c 1238; c1c (king's chapel) 1241 

2 Bern巴val，Henry: cap 1232; cap 1236; c1c 1240; cap 1241大

3 Everdon， Silvester: c1c 1235; cap 1243; c1c 1243大

chancellor 1244-46; bishop Carlisle 1246-54 

4一一， Peter: c1c & cap 1246 

5 Exonia， J ohn: c1c (king's chapel) 1262; clc 1265; cap 1269 
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6 Burn巴ham，Simon: c1c (prince's) 1243; cap (princess's) 1244; cap 1250 

7 Bradele， Walter: cap (queen's) 1242; c1c (queen's) 1248 

keeper / queen's wardrobe 1254 

く要約〉

O 第 l点 最初の1レークについては，クレーリクス・カペラーヌスの

双方の称号が同一文書に併記されていた。第1節の引用[4 ]のピータのば

あいも同様である。逆にいえば双方の称号の併記は，わずかにこの 2名だけ

に留まった。

O 第2点 女印の 3名については，双方の称号の併存がほぼ確実に推

定される。まずフィリプについては，称号がクレーリクス・カペラーヌス・

クレーリクスの順序で確認された。カペラーヌスの称号は，クレーリクス身

分の継続期間中にそれを帯びたことになろう。次のへンリは，カペラーヌス

身分の継続期間中にクレーリクスの称号を帯びたと推定される。シルヴェス

タのばあいは，ブィリプと同様でーある。

O 第3点 サイモンは王太子エドワードのクレーリクスから王女マー

ガレトのカペラーヌスに所属が変更され，後に国王自身のカペラーヌスに

なっている。王太子のクレーリクスは，上記の通り定義上で国王のクレーリ

クスである。国王のカペラーヌスに任命された時点でも国王のクレーリクス

の身分が継続していたか，厳密にいえばその点は不明である。しかし反面に

おいて，双方の称号の併存を否定すき根拠もない。

O 第4点 国王のもとで要職に任命されたものとしては，まずルーク

が国王家政の財務統括者になっている。フィリプは，財務府の長官に就任し

た。シノレヴェスタは，大法官職をえている。最後のウオールタは，王妃のも

とで納戸庁長官相当の役割を帯びた。ここでは，それらの事例の存在を確認

するだけに留めておこう。国王のカペラーヌスの行政分野における役割につ

いては，あらためて後段で検討する。

O 第5点 聖職においては， }レークがダプリン大司教に選出され，ま
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たシlレヴェスタがカーライノレ司教座を取得した。これをカペラーヌスからの

昇進と見るか，あるいはクレーリクスからの昇進と見るか。その点もまた後

段の課題になる。

O 第6点 ほかに[第1表]には、国王のカペラのクレーリクスグが

2名だけ記載されている。これは、国王のカペラーヌスグと同義であろう

か。、国王のカペラーヌスグとは、国王のカペラのクレーリクス汐であるか。

その点については，後段でさらに詳細な検討が必要であろう。ここではその

点も問題になりうることだけを指摘しておきたしユ。

[n] 

前節では，クレーリクス・カペラーヌス双方の称号が同一人において併存

する事例を抽出して検討し，またその検討を通じていくつかの間題点を確認

した。この節ではクレーリクスとカペラーヌスとの相違点について，史料所

見の一部を提示しよう。問題は，それぞれの称号が、c1ericusregularis: 

regular c1erk"すなわち修道会所属の聖職者を含みうるか否かという点に

ある。

[1]①“N obili viro Lodovico， primogenito regis Francie [Louis， 

firstborn of the king of FranceJ …… j均terIsembardus， cゆellan附

vester……(1217)"一一CPR，1， 109. ②“Dominus rex commisit j均tri

Mauricio， ca，ρellano domus Templi Londonie， curam et custodiam 

hospitalis Sancti Bartholomei Londonie…… (1223)"一一Ibid.，p.371. 

③“Dominus rex adhibuit assensum regium electioni facte de j均tre

Johanne， caρellano Cantuariensis archiepiscopi， in abbatem de Tavis-

toc [co. DevonJ (1224)" - Ibid.， p.443. 

これら 3名には，いずれも、フラーテルグと、カペラーヌスグとの併記が

見られる。彼らは，なるほど国王のカペラーヌスではない。しかしカペラー
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ヌスそれ自体は，これらの事例から明らかなように修道会所属聖職者を含み

うる。①のばあいは所属会派不明であるが，②のモーリスはテムプル騎士修

道会の会員であり，③のジョンはカンタベリ大司教直属であることからし

て，またベネディクト修道会所属のタヴィストク修道院の院長に選挙された

ことからしても，同修道会の構成員であろう。

[ 2 ]①“Presentation of brother William de Bliburg， chaρla仇 as

warden of the hospital of God， Dunewyc [Dunwich， co. Suffolk] 

(1252)" - CPR， IV， 139. ②“Commitment to Ellis son of Hervey， 

brother and chaPlain of the hospital of Osprenge [Ospringe， Hos-

preng， co. Kent]， of the said hospital …… (1263)" - CPR， V， 304. 

Cf. also p. 284. ③“Commitment to J ohn de Stapele， brother and 

chaρlain of the hospital of Ospring…… (1268)" - CPR， VI， 265. 

Cf. also p. 232 

カペラーヌスが修道会所属聖職者を含みうることは，このウィリアム・エ

リス・ジョンの 3名の事例からも知られる。しかもこの3名は，前出のモー

リスと同様にそれぞれ施療院の管理者に任命されている。ではこれら施設の

管理者は，すべて修道会所属の聖職者に限られるか。

[ 3 ] ① “Appointment ・…・・ of Robert de Radinges， king's clerk， to 

the keeping of the hospital of the Domus Dei， Dunwich; the king re-

voking the appointment which he made of Adam de Cestreton， king's 

clerk， to the same (1252)" 一一 CPR，IV， 131. ② “…・ー the warden. 

ship of the hospital of St J ohn the Baptist， Ripon， used to be con-

ferred by the archbishop of York upon fit clerks or chゅlains，

who were bound to celebrate divine service therein and to maintain 

thirteen beds to the use of infirm poor persons of Christ constantly 

lying therein …… (1266)"一一 CPR，V， 675. 

まず①は，前出[2 ]の①のウィリアムの前任者に関する記録である。そ

の前任者アダムにせよ，またロパートにせよいずれも国王のクレーリクスで

ある。国王のクレーリクスとは，排他的に、clericus secularis: secular 
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clerk汐すなわち聖堂区所属のいわゆる在俗聖職者でないか。筆者のこれま

で一連の調査では，国王のクレーリクスの中に修道会所属者が1名も検出さ

れていない。なお夕、ニチの施療院の管理者職については，後出引用[6 ]の

④でも言及される。

また勅許状②によれば，リボンのこの施療院の管理者職は，慣例として

、適切なクレーリクスかカペラーヌスか'に与えられてきたという。この文

脈におけるクレーリクス・カペラーヌスとは，それぞれ在俗聖職者・修道会

所属聖職者の意味であろうか。筆者はむしろ祭式の執行者として、適切な汐

人物であれば，クレーリクスであれまたカペラーヌスであれ，その称号の別

を問わないものと理解しておきたい。いずれにせよ，在俗聖職者もまた施療

院の管理者たりえたといえよう九

1)“Appointm巴nt…… ofMaster WiIliam de Kilkenni， king's clerk， archdea-

con of Coventre， to the keeping of the hospital of Ospringe and the hospital of 

St John without the east gat巴ofOxford (1253)" - CPR， IV， 185 この事例

でも国王のクレーリクスが管理者になっている。

[ 4 ]①“…... rex .….. dedit 斤αtriJ ohanni， c~μllano suo . 

(1251)" - CCR， VI， 423. ②“…… brother Richard de Besingbi， 

king包 chゅlain…… (1254)"一一CPR，IV， 291. ③“…... j均triWillel-

mo de Stapelton'， cajうellanoregis…… (1259)" - CCR， X， 374. 

この 3名には国王のカペラーヌスと明記されており，しかもアラーテル

(プラザ)つまり修道会所属であることが確認される。

[ 5 ]①“Grant to the prior and canons of Chetwod[eJ and their 

successors of the hermitage (hermitorium) of St Werburg， Brehull 

[Brill， co. BuckinghamJ， as Richard de Brehull， chaPlain， held it， on 

condition that they find daily two chaplains celebrating divine ser-

vice， to wit one in the said hermitage and one in the king's chapel 

at Brehull， as has been accustomed to be done (1251)"一一CPR，IV， 

117. ②“Rex…… dedit et concessit Roberto de Thornberg'， capel-
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lano regis， heremitorium de Lefbir' [Loughborough， co. OxfordJ infra 

forestam regis de Whichewod' [羽TychwoodJ cum capel1a， terris et 

aliis ad idem heremitorium pertinentibus…… (1256)" - CCR， X， 7. 

③“Grant to Richard de Ginges [Gynges]， ch~ρlain， of the hermitage 

by Crepelgate [CripplegateJ to inhabit …… (1265)" - CPR， V， 

412. /“…… j均terRicardus de Gynges， c~戸llanus in hermitorio nos-

tro juxta Crepelgate， de licentia nostra solitarie vivere…… (1265)" 

一一CCR，XIII， 29. 

この 3片では，いずれも吋hJermitorium: hermitage"すなわち隠修士

の住居に言及されている。まず①のリチヤードはカペラーヌスであり，しか

もかつてこの隠修士住居を占有し，この住居と現地の国王礼拝所とにおいて

祭式を執行していた。彼もまた国王のカペラーヌスであろう。②のロパート

も国王のカペラーヌスであり，国王からラフパラの隠修士住居を付属の礼拝

所や所領とともに贈与された。③のリチヤードはフラーテルでしかもカペ

ラーヌスであり，国王から隠修士住居での独居生活を認可された。これら隠

修士の大半は，いわゆる、Augustinianhermits"すなわちアウグスティー

ヌス隠修士会所属の聖職者であろう。

これらの事例から明らかなようにカペラーヌスは隠修土を含みえたのに対

して，他方のクレーリクスからは陣、修士が1名も検出されなかった。双方の

称号の相違点としては，この事実も指摘されてしかるべきであろう。

[ 6 ] ① “・…・・ Simoni caμll，仰 no，elemosinario regゐ …… (1255)" 

CCR， IX， 77. Cf. also pp.249， 292， 310. ②“…… Johanni 

[ColecestreJ capellano， elemosinario regis …… (1256)" 一一CCR，X， 

13. Cf. also pp. 45， 51， 172 et passim. /“Presentation of J ohn de 

Colecestre， chゆ伝的 andalmoner 01 the king， to the ρrebend in the 

[col1egiateJ church of Crantock in Cornwall .…・・ (1258)" 一一CPR，

IV， 616. ③“…… Hugoni c~ρellano， elemosinario reg仇e…… (1255)"

一一CCR，IX， 78. ④ “…... J ohanni de Sancta Maria， elemosinario 

regine regis …… (1261)" 一一CCR，XI， 422. / “…… Johanni de 
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Sancta Maria capellano regine…... (1260)"一一Ibid.，p.246. /“Grant 
. to J ohn de Sancta Maria， king's chaplain， of the wardenship of 

the Domus Dei of Dunwich…… (1256)" - CPR， IV， 457. 
この 4名に関しては，国王あるいは王妃のカペラーヌスであることのほか

に，それぞれの施物管理官の官職が確認される。これらの事例から明らかな

ようにカペラーヌスは施物管理官でありえたのに対して，他方のクレーリク

スからは施物管理官がl名も検出されない。この事実もまた，双方の称号の

相違点として指摘しておきたい。では施物管理官はすべて修道会所属である

カ〉。

勅許状②の後半では，クラントクの、コレーギウムかに言及されている。

コレーギウムには在俗聖職者の参事会が置かれ，法人としての参事会がこれ

を管理する。ジョンはそこで参事会員に推薦され，その、prebenda:

prebendグすなわち参事会員聖職禄を取得した。プレベンダとは一般的にい

えば在俗聖職者が占有するものであり，この記録からはジョンを在俗聖職者

と見なすべきであろう。逆にいえば筆者の手もとには，彼を修道会所属と見

なすべき情報がない。ほかに④の、王妃のカペラーヌス'ジョンも，在俗聖

職者であろう九プレベンダについては，むしろ次節で扱われる。

2 )①“Presentation of John de Colecestre， chatlain， the king's almoner， to 

the church of Baketun Episcopi [Bacton， co. SuffolkJ， in the king's gift . 

(1257)" - CPR， IV， 557. Cf. also p.635. /“Presentation of J. de Colecestre， 

king's chaplain and almoner， to the church of Kelmon， void by the death of J. 

de Bermingford，μte rector， and in the king's gift…… (1261)" - CPR， V， 172. 

Cf. also p. 136 ②“Presentation to J ohn de Sancta Maria to the church of 

Esenden [Essenden， co. HertfordJ・…・ (1260)"- Ibid.， p.92. これらはいずれも
、、聖堂への推薦'の勅許状であり，この書式で聖堂とは、parishchurch"である。その

ことは①の後半の‘rector"という文言からも知られる。ジョンはこの聖堂区の前任司祭

の死亡によって，その後継者に推薦された。聖堂区司祭は，通例として在俗聖職者であろ

う。聖堂区司祭については，次節でも扱われる。

[ 7 ]①“…'" j均trisJ ohanni [son of William de LeukenorJ ele-
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mosinarii regis …・・・ (1230)" 一一CCR，1， 465. ② “Rex …… j均tri

Galfrido elemosinario suo …… (1232)" - CCR， II， 33. /“Appoint-

ment…… of friar Geoffrey [le TemplarJ， the king's almoner， to 

・(1236)"- CPR， III， 147. ③“Rex.….. dilectum nobis j均trem

Walterum le Butiler， elemosinarium nostrum …… (1242)"一一CCR，

IV， 533. ④“…… liberari faciatis j均triRogero elemosinario nostro 

. (1245)" - CCR， V， 298. 

この4名はいずれも国王の施物管理官であり，しかもアラーテルと明記さ

れている。②のジェフリは，前出[1 ]②のモーリスと同様にテムプル騎士

修道会所属である。いずれにせよこれら 4名の施物管理官は修道会所属であ

り，施物管理官には修道会所属者をあてることがありえた。しかし引用

[ 6 ]の 4名については，結局のところ修道会所属の確証がない。従ってこ

こでは上記の通り，カペラーヌスが施物管理官でありえたこと，しかし少な

くともへンリ 3世治世に関する限り，クレーリクスの施物管理官が検出され

ないことを再確認するだけに留めざるをえない。なおエドワード 1世の治世

以降には，施物管理官がクレーリクスの称号を帯びることもある九

3 )① (1)“-… Henry de Bluntesdone， king's chaplain and almoner 

(1297)"一-CPR， 1292-1301， p. 293. (2)“….. H巴nryde Bluntesdon， king's clerk， 

. (1298)" 一一Ibid.，p.345. (3) “…… Henry de Bluntesdon， king's chaplain … 

(1300)"一一Ibid.，p.507. (4)“…... Henry de Bluntesdon， king's clerk …… (1306)" 

一一CPR，1301-07， p.484. ② (1) “・….John d巴 Leek， king's chaplain and al. 

moner …… (1309)" - CPR， 1307-13， p. 202. (2)“…… John de Leek， king's 

clerk and almoner .…・・ (ditto)"一一Ibid.，p.203. エドワード l世以降には，施

物管理官にクレーリクスの称号も検出される。しかもこの 2名は，カペラーヌスの称号を

帯びることもあった。

[ 8 ]①(1)“・…..j均trisJohannis de Skypton'， caμllani domini 

regis (1250)" - CCR， VI， 377. (2)“…… J ohn [Skipton]ρrior of 

Newbrough [Novus Burgus， Newburgh， co. YorkJ， king's chOoρlain 
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. (1251)" - CPR， IV， 85. Cf. also pp.99， 188， 270， 274， 468. (3) 

. to the election of J ohn，ρrior of N ewburgh to be elected as 

bishop [CarlisleJ …… (1254)" 一一Ibid.，p.292. ② “….. at the 

instance of Richard， canon of N ewburgh， king's chalうlain…… (1256)"

-Ibid.， p.478. 

ジョンは，ニューパラの、プリオノレグすなわちアウグスティーヌス修道会

所属のニューパラ修道院の参事会長であった。②のリチヤードも同じ修道院

の修道参事会員である。修道会所属のカペラーヌスの最後に，この 2名の情

報を追加しておきたい。

* * * * * 
この節ではクレーリクスとカペラーヌスとの相違点を確認すべく，それぞ

れの称号が修道会所属の聖職者を含みうるか否かという観点から史料所見を

提示した。

【第 2表] 修道会所属のカペラーヌス

(人名の頭書の数字は，本文中の引用の番号を示す。)

1一一一 Isembard: brother 

1一一， Mauric巴:brother (Templar) 

1 ------， John: brother (Benedictine) 

2 Bliburg，William: brother/hospital (Dunwich) 

2 Hervey， Elias son of: brother/hospital (Ospring) 

2 Stapele， John: brother/hospital (Ospring) 

4 ---ー， J ohn: broth巴r

4 Besingbi， Richard: brother 

4 Stapelton， William: brother 

5 Brehull， Richard: hermitage (Brill) 

5 Thornberg， Robert: hermitage (Loughborough) 

5 Ginges， Richard: hermitage (Cripplegate) 

7 Leukenor， John son of William: brother (Templar)/almoner 

7 一一一一， Geoffrey: broth巴r(Templar)/ almoner 
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7 Butiler， Walter: brother/almoner 

7 ......， Roger: brother/almon巴r

8 Skipton， John: brother/prior (N巴wburghAugustine)/bishop (Car1isle) 

8 一一一一， Richard: canon (N ewburgh Augustin巴)

[参考]本節の検証対象者で修道会所属の確証がないもの

3 Radinges， Robert: hospital (Dunwich) 

6 Simon: almoner 

6 Colecestre， John: almoner/prebend (Crantock) 

6 Hugh: almoner 

6 Sancta Maria， John: almoner (queen's) 

く要約〉

secular: c1erk 

s巴cular? 

secular 

secular ? 

secular 

O 第 1点 引用[3 ]の説明で述べた通り，筆者のこれまで一連の調

査では，国王の、クレーリクスグの中に修道会所属者が1名も検出されてい

ない。それに対して，国王の、カペラーヌス'には修道会所属者が少なから

ず発見された。双方の称号の相違点としては，まずこの事実を確認しておき

たい。

O 第 2点 では、カペラーヌスグとはすべて修道会所属であるか。結

論を先取りしていえば在俗聖職者もこの称号を帯びることがあり，次節はま

さにその事例の検証に当てられる。本節においても，引用[6 ]の4名につ

いては修道会所属の確証がなしそのうちの2名については逆に在俗聖職者

と推定された。

O 第3点 引用[2 ]および[3 ]では，双方の称号と施療院の管理

者との関係に言及した。結論を端的にいえば，この役職はカペラーヌス・ク

レーリクスの双方に聞かれていた。

O 第4点 さらに引用[5 ]では，隠修士との関連が問われた。隠修

士はいうまでもなく修道会所属であり，従って彼らについてはカペラーヌス

の称号が確認された。しかし隠修士がクレーリクスと呼ばれる事例は見当ら

ない。

O 第5点 最後に国王・王妃の施物管理官との関連が検討された。こ
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れまでの検証によれば，施物管理官には、カペラーヌスグ若干名と、フラー

テルグ若干名とが確認されている。引用[6 ]および[7]がそれである。

しかし施物管理官からは，少なくともへンリ 3世治世に関して他方の、ク

レーリクスグの称号が確認されていない。クレーリクスの施物管理官は，エ

ドワード 1世治世以降に確認される。

[m] 

この節では，在俗のカペラーヌスが扱われる。

[1]①“Dominus rex concessit et dedit Luce， capellano H [uberti] 

de Burgo justiciarii Anglie， cancellariam Lichefeldensem [Lichfield] 

cum prebenda ad eam pertinente …… (1223)"一一 CPR，1， 386. ② 

dilecto clerico nostro L [uce] ca，ρellano， decano Lichefeld， 

decanatum Sancti Martini， London …… (1225)" - Ibid.， p.550. ③ 

“Lucas caρellanus habet literas de presentatione ad archidiaconatum 

N orwicensem [N orwich]…… (1226)"一一 CPR，II， 91 

このlレークは，本稿冒頭のルーク本人である。まず①では，王国大司法官

ヒューパト直属のカペラーヌスと書かれている。リチフィールド司教座参事

会において、カンケラーリウスかすなわち文書主管に任命され，その主管職

に固有のプレベン夕、を取得した。②は再度の引用である。この時点で彼は大

司法官直属から国王直属にかわり，しかもクレーリクス・カペラーヌス双方

の称号を帯びている。また彼は同じ司教座において文書主管から参事会長に

昇格しており，ほかにロンドン聖マノレティヌス大聖堂においても参事会長職

を取得した。さらに③では，ノリヂ司教のもとで、アルキディアーコヌスグ

すなわち司教補佐職をえている。

在俗のカペラーヌスといえば，このルーク自身がそれであった。何故か。

第 1に，リチフィールド司教座の参事会は在俗聖職者の参事会であり，文書
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主管も参事会長も原則として在俗聖職者であろう。第2に，彼は文書主管職

に固有のプレベンダを取得した。、プレベンダグとは在俗聖職者の参事会員

に特有の聖職禄であり，修道参事会では資産が法人としての参事会によって

一括して管理され，参事会員が個別にプレベンダの配分を受けることがな

い。第3に，彼はロンドン聖マルティヌス大聖堂の参事会長に任命されてい

る。これは本稿の冒頭で指摘の通り王立自由礼拝所であり，そこにも在俗聖

職者の参事会が置かれた。この王立のカペラの参事会長であるということ

は，彼自身が在俗聖職者であったことを推定させる。第4に，彼はノリヂ司

教のもとで司教補佐職をえた。ノリヂの司教座参事会それ自体は，なるほど

修道参事会である。しかし司教補佐は通例として在俗聖職者であって，修道

参事会は司教補佐を排除して構成される。

lレークが在俗聖職者であることは，彼がクレーリクスと呼ばれていること

それ自体からも推定された。さらにこれら 4点は，その推定を補強するもの

といえよう。

[ 2 ]①“….，. ad ρrebendam que fuit Mathei， cゆellanide Liche-

feld， in ecclesiam Lichefeld， que ad donationem regis…… (1224)"一一

CPR， 1， 437. /“…… ad ρrebendam quam Matheus Dゆellanushabuit 

in ecclesia Sancti Cedde， Salopesbiry [St Chad， ShrewsburyJ (ditto)" 

一一Ibid.，loc.cit. ②“…… Roger …… Walkelin the chaPlain， canons 

of Lichefeld……(1256)" - CPR， IV， 535. 

このマスューもまた，同じリチフィールド司教座で参事会員としてプレベ

ンダを占有していた。彼はほかに，シュロウズベリ聖チャド聖堂でも参事会

員としてプレベンダの占有者であった。記載の通り彼もまたカペラーヌスで

あり，しかも少なくとも 2件のプレベンダを占有していたことになる。やは

り在俗聖職者であろう。なお②のウオークリンに関してもリチフィールド司

教座参事会員の資格が明記されており，やはり在俗のカペラーヌスと見なさ

れる。

[ 3 ]①“…… dilecto cゅellanonostro magistro Waltero de Lench' 

(1230)"一一CCR，1， 421. /“Magister Walterus de Lench， clericus， et 
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decanus [Sancte MarieJ Staffordie …・・・ (1231)" - CPR， II， 426. ② 

. Simoni de Offeham， capellano regis， et decano [ecclesie Sancte 

MarieJ Stafford' …… (1249)"一一 CCR，VI， 244. Cf. also p.252. 

まず①のウオールタには，第1節の引用[1 ]でも言及した。彼は①の前

半においてカペラーヌスであり，後半ではクレーリクスと書かれている。し

かも彼はスタッファド聖母マリア聖堂の参事会長であり，この聖堂もロンド

ン聖マルティヌス大聖堂と同様に王立自由礼拝所である。②のサイモンも国

王のカペラーヌスであり，しかも同じスタファド王立自由礼拝所の参事会長

である。いずれも在俗の聖職者であろう。

[ 4 ]①“Rex dedit cゅellano suo Willelmo de Houeton' 

decanatum Sancte Marie Salopie…… (1232)"一一 CCR，II， 42. ② 

Willelmo de London'， Edmundo de London' ・…・・ capellanis 

regis ministrantibus in capellis regis apud Westmonasterium 

(1256)" - CCR， IX， 320. /“…… the deanery of St Mary， Shrews-

bury， void by the resignation of William de London (1262)"一一 CPR，

V， 221. 

この 2名のウィリアムには，いずれもシュロウズベリ聖母マリア聖堂の参

事会長の経歴が知られる。この聖堂もまた王立自由礼拝所であり，従って 2

名のカペラーヌスは在俗聖職者であったと推定される。

[ 5 ]①“Grant to Laurence de London of a prebend of the 

church of St Mary， Hasting[eJs [co. SussexJ…… (1247)" - CPR， 

IV， 2. /“Laurencio de London'， cOoρellano ministranti in capella cas-

tri regis de Windes' [WindsorJ ・…・・ (1260)" - CCR， XI， 313. ② 

“Grant…… to Henry de Sar[esburiaJ， king's chαρlain， of whatever 

pertains to the king's collation touching the deanery of the church of 

Pencriz [Penkridge， co. StaffordJ…… (1256)" - CPR， IV， 499. ③ 

“Grant to Stephen de London， chaPlain， of the deanery of Bruges 

[Bridgenorth， co. SalopJ …… (1265)"一一 CPR，V， 407. ④ “…… the 

prebend which Simon， king包 chaPlain，deceased， had in the church of 
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Tamworth [co. StaffordJ (1267)" - CPR， VI， 48. 

これら 4名には，すべてカペラーヌスの称号が明記されている。しかもへ

イスティングズ・ペンクリヂ・ブリヂノース・タムワスの各聖堂は，すべて

在俗聖職者の王立自由礼拝所である。最初のローレンスは，参事会員として

プレベンダを占有することになった。最後のサイモンは，生前にプレベン夕、

を占有していた。ほかの2名は，いずれも参事会長であった。

[ 6 ] ① “…・ー Thome， caμllano regis， cancel1ario Hereford' … 

(1241)"一一CCR，IV， 299. /“…… Thome， cancellario Herefordensi 

・(24Feb. 1243)"一一 CCR，V， 14. ②“Grant to Th[omas]， king's 

chaplain， of the archdeaconry of L!andaff with the prebend which 

Maurice， sometime archdeacon of L!andaff， in the church of L!an-

daff， in the king's gift…… (26 March 1243)"一一CPR，III， 370. ③ 

“Grant to Silvester de Everdon of the αrchdeaconηI of Chester， in 

the king' s gift .…・・ (1244)" - Ibid.， p.447. ④ “Presentation of 

Thomas de Anesty， ch~ρlain ， to the archdeaconry of N orthumber land， 

in the king's gift…… (1249)" - CPR， IV， 39. ⑤“Grant to Robert 

de Anne， ch~ρlain ， of the chancellorshiP of the church of Emly 

[IrelandJ …… in the king's gift by reason of the voidance of the 

bishopric of Emly; with mandate in pursuance to the dean and 

chapter (1266)"一一 CPR，V， 546. 

これら 5名中の③シルヴェスタについては，すでに第1節の引用[3 ]で

カペラーヌスの称号を確認していた。ほかの 4名には，すべてその称号が明

記されている。まず①のトマスは，へレファド司教座の文書主管である。こ

の司教座の参事会も在俗聖職者で構成されるこのからして， トマスは在俗聖

職者かと推定される。②のトマスはランダフの司教補佐に任命され，③のシ

ルヴ、ェスタはチェスタの司教補佐職をえた。④のトマスは，ノーサムパラン

ドの司教補佐に推薦されている。ノーサムパランドの司教補佐管区は，ダラ

ム司教管区に含まれる。ダラム司教座それ自体には修道参事会が置かれてい

るとはいえ，司教補佐は通例として在俗聖職者であろう。
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最後のロパートは，アイルランドのエムリ司教座において文書主管職を取

得した。引用末尾の、deanand chapter'〆とは在俗聖職者の参事会を意味

するもので，修道参事会つまり、priorand convent"に対比される。要す

るにエムリ司教座には在俗聖職者の参事会が置かれており，その文書主管ロ

ノてートは在俗聖職者であろう。

ところでへレファド・ラングフの両司教管区は隣接している。そのことか

らすれば，①のトマスと②トマスとは同一人かも知れない。①はへレファド

文書主管としての最後の情報であり，②はランダフ司教補佐としての最初の

情報である。両者のへだたりは，ほぽ1カ月にすぎない。しかし筆者の手も

とには同定の確証がないので，とりあえず別人として扱った。聖堂区所属つ

まり在俗のカペラーヌスについては，次節でも検討を続ける。

* * * * * 

【第 3表】 在俗のカベラーヌス(その1)

0省略表記o kfc: king's free chapel 
(人名の頭書の数字は，本文中の引用の番号を示す。)

l一一， Lucas: clerk/ chanc巴llor(Lichfi巴ld)/prebend(Lichfield) 

dean (kfc St Martin's-le-Grand)/ archdeacon (N orwich) 

2 ------， Matheus: preb巴nd(Lichfield; kfc Shrewsbury) 

2 Walkelin， 一一:canon (Lichfield) 

3 Lench， Walt巴r:clerk/ dean (kfc Stafford) 

4 Hou巴ton，William: dean (kfc Shrewsbury) 

4 London， William: dean (kfc Stafford) 

5 London， Laurence: preb巴nd(kfc Hastings) 

5 Saresburia， Henry: d巴an(kfc Penkridge) 

5 London， Steph巴n:dean (kfc Bridgenorth) 

5 一一一一， Simon: prebend (kfc Tamworth) 

6 ------， Thomas: chancellor (H巴r巴ford)

6ω ， Thomas: archdeacon (Llandaff) 

6 Everdon， Silvester: archdeacon (Chester) 

6 Anesty， Thomas: archdeacon (Northumberland) 
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6 Anne， Robert: chancellor (Emly) 

く要約〉

この[第3表]に記載の 15名については，それぞれ併記事項によって在

俗聖職者であることが確認された。引用[1 ]のルークのばあいでいえば，

まず彼がカペラーヌスのみならずクレーリクスの称号をも帯びたことによっ

てそれが確認された。また彼はリチフィールド司教座で文書主管であり，し

かもプレベンダを占有している。このいずれも在俗聖職者に固有の役職であ

り聖職禄であった。さらに彼は王立自由礼拝所の参事会長であり，ほかにノ

リヂの司教補佐であった。これらもまた在俗聖職者に固有の役職にほかなら

ず，彼はこの5点において在俗聖職者の要件を充たしていた。ほかの 14名

は，これら要件のいずれかによって聖堂区所属と判定された。

[NJ 

この節では，カペラーヌスの聖堂区所属を別な根拠から検証する。

[ 1 ]①“J ohannes de N orthfeld， capellanus， habet litteras de 

ρresentacione， directas domino Lincolniensi episcopo， ad ecclesiam 

Sancti J ohannis Bapthiste in Oxonia .…・・ (1217)" 一一 CPR，1， 67. ② 

“Jacobus capellanus domini regis habet litteras de ρresentacione・

ad ecclesiam de La Cnolle [Knoyle， co. Wilts] (1222)" - Ibid.， p. 

338 ③“Presentation of Osbert de Maidenestan， king's chaρlain， to 

the church of Estchyrche [East-Church， co. Kent] ， in the king's gift 
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. (1243)"一一 CPR，III， 377. 

「開封勅許状簿』からとりあえず3名の事例を引用した。勅許状の受給者

ジョン・ジエイコブ・オズパトの3名は，いずれも、カペラーヌスグの称号

を帯びている。ほかの斜体字の文言に注目されたい。国王は彼らをそれぞれ

しかるべき、聖堂かへ、推薦'した。では、聖堂への推薦グとは何か。結論

を先取りしていえば，これもまた在俗すなわち聖堂区所属の身分を推定させ

る。何故か。

[ 2 J ① “一一Sciatisquod ad resignationem J ohannis de Wighen-

holt， rectoris ecclesie de Stok白 [co. Berks?J， que est prebenda 

capelle [regisJ de Walingeford…… concessimus…… dedimus dilecto 

nobis Hugoni de Bathonia， clerico， predictam prebendam cum per-

tinenciis suis (1227)" - CPR， II， 113f. ②“Presentation of Walter 

de Merton [king's clerkJ to the church of Potton [co. BedfordJ， void 

by the confirmation of Master Simon de Wauton [WaltonJ， the late 

rector thereof， to be bishop of Norwich， and in the king's gift ・・…-

(1257)" - CPR， IV， 574. ③“Re-presentation of William de Sancto 

Gorono， king's clerk， to the church of Stoke in the diocese of 

Winchester， void by the death of Peter Russynol， sometime rector 

thereof， and in the king's gift…… (1260)"一一 CPR，V， 133. 

書式の共通点に注目されたい。これらもまた、聖堂への推薦。の勅許状で

あり，国王が空席の、聖堂かに後任の候補者を推薦した。引用[1]との相

違点は，まず勅許状の受給者が、クレーリクスグであること，また前任者が

明記されていることにある。それのみか前任者の称号も付記され，彼らはそ

れぞれの聖堂の、レークトルグであったという。前任者がレークトルであれ

ば，後任者もレークトlレであろう。要するにこれらは，聖堂区司祭職への推

薦状であった。すでに再三にわたって述べたように，クレーリクスと呼ばれ

るものは排他的に在俗聖職者である~聖堂区司祭の任務は，いうまでもな

く聖堂区従属民の司牧である。従ってそれは，本来的に聖堂区所属者つまり

在俗聖職者の任務であった。
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1)①“Grant to the king's clerk William， prior of Le Mas (1264)"一一CPR，

V， 380. ②“Mandate to Thomas de Row巴11，king's clerk， keeper of the priory 

of Bermundese [Bermondsey， co. SurreyJ to restore th巴 temporalitiesther巴ofto 

John de Chartres， monk of La Charite…... appointed to be prior and presented 

to the king (1266)"一一Ibid.，p.544 前者ウィリアムは，クレーリクスでしかも

修道参事会長であるという。これは誤植でないとすれば，きわめて異例である。しかし後

者トマスのように，クレーリクスが修道参事会長職を過渡的に代行することもあり，ウィ

リアムのばあいも同様で、はなかったか。なお筆者は，別稿において、在俗修道参事会長。

なるものに言及したことがある。拙稿Jr<史料所見>Calendar 01 PajうalRegisfersに
おける教皇官僚 1198年から 1471年まで(追補)J北海道大学『文学部紀要』通巻第

78号 (1993)，第4節，注2)。、在俗修道参事会長'については，本節後段でも触れる。

[ 3 ]①“Presentation of Hugh de Akeford， chゆlainof the queen， 

to the church of Suthtauuton [Tawton South， co. Devon]， void by 

the death of Master Roger Lovel [Luvel]， some time rector of the 

same， in the king's gift…… (1256)"一一CPR，IV， 496. / '.'..…・ Mas-

ter Roger Luvel， king's clerk， as proctor in the pope's court (1250)" 

一一Ibid.，p.69. ②“Presentation 01 John de vrタham，king's cha，ρlain， 
to the church of Helenden [Elindon， HelendenWroughton， co. Wilts] ， 

void by the death of Ilger， late rector， and in the king's gift (1260)" 

一一CPR，V， 95. ③“Presentation of Robert de Anna， chaPlain to 

the church of St Mary， Grimmesby [Grimsby， co. Lincoln]， void by 

the death of Master J ohn de Parton， sometime rector thereof . 

(1263)" - Ibid.， p..249. 

やはり 3通だけを例示した。引用[2 ]との書式の共通点に注目された

い。被推薦者の称号はカペラーヌスになっているが，この3通ではカペラー

ヌスが、レークトノレグの役職を前任者から継承している。しかも①では，前

任者ロジャが後半の引用から知られるようにクレーリクスである。従ってこ

のばあいには，同じ聖堂区司祭職がクレーリクスからカペラーヌスへ継承さ

れたことになる。カペラーヌスもまた聖堂区司祭でありうるというのは，そ
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のカペラーヌスが在俗聖職者であったことを示唆している。なお被推薦者が

クレーリクスであれまたカペラーヌスであれ，前任者に関して、レークト

ノレグと明記されているのは，事例として必ずしも多くない。筆者自身が確認

しえたのは，わずか27件に留まっている九

2 )参考までに『開封勅許状簿』におけるそれらの所在だけを列挙しよう。*印はすで

に本稿で引用されていることを示す。 II-113 * ; IV -496 *， 544， 556， 574 *， 58 
lbis， 615， 616; V -10， 95 *， 116， 129， 133 bis *， 140， 141， 172 (前節注 2)， 

206， 249 *， 382， 504; VI -15， 18， 500， 523， 614.要するに『開封勅許状簿』の関係

分全6巻から，わずか27件の事例しか検出されない。

では前任者に関して，ほかにどのように書かれているか。

[ 4 ]①“Rex .….. Sciatis quod ad resignationem Walteri Blundi 

de Aure，ρersone ecclesie de Aure [Awre， co. GloucesterJ， que est de 

donatione nostra…… concesszmus…… ipsam ecclesiam de Aure 
dilecto nobis Henrico de Aure， clerico…… (1226)" - CPR， 11， 60. 

②“Dominus rex， ad resignationem Walteri de Brackele， clerici de 

garderoba domini regis， concessit et dedit .…・・ Willelmo Friland ec. 

clesiam de Stratton in Strettondale [co. Salop]…… recipiendo de 
eadem ecclesia nomineμrsonatus xxv marcas annuas…… (1227)" 

一-Ibid.，p.170. ③“Dominus rex， ad concessionem Magistri 

Hamonisρersone ecclesie de Sautwud [Saltwood， co. Kent] ， dedit 

Magistro Henrico de Bissopeston ecclesiam de Sautwud…… per. 

cipiendo de ecclesia illa， nomineρersonatω， annuam pensionem unius 

bisantii…… (1228)"一一Ibid.，p.225. 
これらは、聖堂の贈与汐の勅許状である。①では，前任者ウオールタに

、persona"という称号が併記されている。この称号については，次の引用

において説明する。②の前任者もウオー/レタであるが，彼は国王の納戸庁の

クレーリクスとだけ書かれている。しかし後任者ウィリアムは，文面によれ

ば、ペルソーナの資格において"25マークの年収を約束された。前任者も

-34-



く史料所見〉 国王直属のクレーリクスとカペラーヌス

、ペルソーナグであろう。③で、は前任者へイモウに、ペルソーナグの称号が

併記され，また後任者へンリもやはり、ペルソーナの資格においてかビザン

ツ金貨1枚の年収を取得している。

[ 5 ]①“Presentation of Ralph de Whatevill on the resignation of 

Roger，ρarson of the church of Tangemere [co. Sussex]， to the said 

church， in the king's gift…… (1233)"一一CPR，III， 21. ②“Presenta. 

tion of Gilbert de Stokes to the pension of 2sリ bythe name of the 

ρarsonage， in the church of St Ewe， in the diocese of Exeter， in the 

king's gift…… (1238)"一一Ibid.，p.217. ③“Presentation of Huldric 

de Hoye， to the church of Elham [co. Kent]， void by the death of 

Master G.ραrson thereof， in the king's gift…… (1245)"一一Ibid.，p. 

449. ④“N otification that…… the king presented his clerk William 

de Birlay to the church of Warsope [Warsop， co. N ottinghamJ， void 

by the death of Richard de Sutton， sometime ρarson thereof， and in 

the king's gift …… (1268)" 一一-CPR， VI， 255. 

前任者に関する、ペルソーナ汐の称号の併記は，これら 4通にも見られ

た。あるいは引用[4 ]の 3通を含めて，わずか7通にしか見られないとい

うべきか。いずれにせよこれは、レークトル。の 27件と比較して 4分の

lに過ぎない。何故か。

[ 6] ①“Presentation of Henry de Sarr'， chaρlain， to the church 

of Tidolvesside [Tilshead， co. Wilts]， void by the death of Martin de 

Sancta Cruce…… (1259)"一一CPR，V， 43. /“Sancta Cruce， Martin 

de，ρarson of Tilshead" 一一Index. ② 

Radecl日ive仇，chαρfαz1η~ ， to the church of St Laurence， Strattondale [co. 

Salop]， void by the death of Peter del Espineye …… (1265)"一一

Ibid.， p. 508. /“Espineye， Peter del，ρarson of Stretton church"一一

Index. ③“Presentation of Henry de Cotes， chaρlain， to the church 

of Dreyton Passelewe [Paslow， co. Buckingham]， in the diocese of 

Lincoln， void by the resignation of J ohn de Holewell (1268)"一一
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CPR， VI， 238. / “Holewell， John de， ραrson of Dreyton Paslow" 一一

lndex 

これらもまた、聖堂への推薦'の勅許状であるが，前任者に関して、レー

クトノレグともまた、ペルソーナグとも書かれていない。斜線以下は，いずれ

も『開封勅許状簿』の索引の記載である。索引によれば，この刊本史料集の

編者はこれら前任者をすべて、ペルソーナ汐であったと考えている。

この文脈での、persona:parson汐とは，まさに、presbyterparochianus: 

parish priest"にほかならない。聖堂区の主任つまり聖堂区司祭が、ペル

ソーナグと呼ばれるのは何故か。聖堂区司祭とは，聖堂区において神あるい

は守護聖者の代理者であると見なされた。いいかえると彼は，神・聖者の仮

面(ペルソーナ)を帯びて神・聖者の役割(ペノレソーナ)を演じた。従って

彼は，その聖堂区において、神の資産". "守護聖者の資産。を神・聖者の代

理者として適法に占有する。

それに対して一方の、rectorく regere:to direct， govern， lead， etc." 

とは，語義にそくしていえばまさに、統率者汐である。聖堂区司祭の一般的

な呼称はむしろ、ペルソーナグであり，ペルソーナは聖堂区の統率者という

意味で、レークトルグと呼ばれることもあった。

『開封勅許状簿』全般において，引用 [2J[3Jは前任者を、レークト

ノレグと明記している点で少数の例外に属していた。また引用 [4J[5Jは

、ペルソーナグと明記している点において，さらに少数の例外であった。逆

に圧倒的多数はいずれとも明記せず，わずかに索引において、ぺJレソーナグ

であることを示唆しているに過ぎない。何故か。「開封勅許状簿』の文面に

、ペルソーナ。と明記されないのは，あえてそれを明記するまでもなく自明

であったからではないか。

いずれにせよ引用[1 Jをはじめとして、聖堂への推薦グあるいは、聖堂

の贈与汐という文言は，聖堂区司祭職への推薦を意味するものであった。

従つであるカペラーヌスが聖堂区司祭に推薦されているとすれば，彼にはま

さにその事実からして引用[2 Jのクレーリクスと同様に在俗聖職者の身分

が推定される。
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、聖堂への推薦グに関連して，ほかに若干の事例に注目しておこう。

[7]①“(1) Fratres hospitalis Sancti Marie de Dovre [Dover， co. 

Kent] habent litteras de presentacione ad ecclesiam de Sellinges [Sel-

linge， co. KentJ， (2) ad sustentandum pauperes ejusdem hospitalis 

・(1222)"一-CPR， I， 339. ②“Confirmation to the brethren of 

the hospital of St Mary， Dover， of the church of Sellinges， granted 

to them in the sixth year [1221/22J for the maintenance of thepoor 

of the hospital (1248)"一一 CPR，IV， 23. 

まず勅許状①の前半(1)は，書式・文言の双方において基本的に本節冒頭の

引用[1 Jと共通している。従ってこれもまた、聖堂への推薦。の勅許状で

ある。しかし被推薦者は、アラートレスグすなわち、フラーテル'の複数形

になっている。ドウヴァ聖母マリア施療院のいわば、兄弟団汐であり，修道

会所属聖職者の集団であろう。ではその、兄弟固かなるものが聖堂区司祭職

に推薦されたということか。単一の聖堂区に複数の主任司祭が置かれたとい

うことか。また聖堂区司祭職とは，在俗聖職者に固有の役職ではないか。修

道会所属者の、兄弟団汐がその役職を帯びるというのは，どのようなこと

カ〉。

同じ勅許状の後半(2)に注目しよう。そこには、この施療院の貧者を扶養す

るためにグと書かれている。この文言から逆推すれば，施療院の、兄弟団汐

が取得したのはセリング聖堂区の司祭職からの収益であろう。その収益を貧

者扶養の財源として取得したものと推定される。聖堂区従属民の司牧は，し

かるべき司祭職代行者に委任されたであろう。すなわち法人としての、兄弟

団汐が法人の負担においてしかるべき在俗聖職者を雇用し，彼に司牧義務を

代行させたのではないか。司牧義務の代行者委任の'慣行については，司教補

佐職に関してすでに拙稿において詳述しため。この、兄弟団。のばあいに

も，同様の代行者委任がなされものと推定しておこう。なお勅許状②は，①

の追認文書である。

3 )拙稿K'イングランドにおける司教補佐の代行者委任一一1198年から 1471年まで
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(上て中・下)J北海道大学『文学部紀要」通巻第71・72・73号(1991/92)。

[ 8 ]①“(1) Presentation of J ohn de Secusia， nephew of Master 

Henry [de Secusia， Suse]，ρrior of Antibes [A1ps Maritimes] to the 

church of Crek [Creake， co. Norfo1kJ， in the king's gift…… (2) as 

Master Henry， whom the king presented to that church， has not 

thought fit to prosecute such presentation …… (1240)"一一CPR，III， 

238. ②“Presentation to [of?] Master Henry de Secusia to the 

church of Monekeston [Monkton， co. Kent]， in the king's gift . 

(1240) - " Ibid.， p. 240. ③“Presentation of Master Henry de 

Secusia to the wardenshiP or ρrioηof the house of St Cross， Win-

chester ..…・ itis given to him as a perpetua1 and persona1 benefice 

(1241)" - Ibid.， p.249. ④ “(1) Requst to ・…・・ [the] officia1 of the 

archdeacon of Winchester， to invest Master Henry de Secusia， king's 

clerk， with the wardenshiP or仰:0ηofthe house of St Cross， Win司

chester， void by the death of Master Humphrey de Mil [1] ers， and in 

the king's gift (1241)"一一Ibid.，p. 252. “(2) Presentation of William 

de Grave to the church of Uveston [Owston， co. Linco1nJ， void by 

the death of Master Humphrey de Millers and in the king's gift ・・…・

(124l)" 一一Ibid.，p. 250. ⑤ “Appointment of Master Henry de 

Secusia，ρrior of Antibes， and Master …… as the king's proctors in 

the court of Rome …… (1242)" 一一Ibid.，p.274. ⑥ “…… Master 

Henry de Secusia， king's specia1 clerk， and proctor in this matter 

. (1244)" - Ibid.， p. 439. 

この事例もまた，きわめて紛らわしい。へンリは，最初の①の(1)および最

後の⑤において、プリオルグすなわち、修道参事会長汐であるという。彼は

修道会所属であるか。その一方で彼は，①②において一度ならず二度までも

、、聖堂への推薦汐を受けており，また④および⑥ではクレーリクスであると

いう。逆に在俗聖職者であろうか。
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筆者なりの推定を先取りしていえば，へンリは在俗聖職者であった。彼は

①および⑤においてアンティブの、修道参事会長グであるというが，その意

味については厳密にいえば不明である。しかし③および④では，ウインチェ

スタ聖十字架の家において正規の、修道参事会長グ職へ、推薦汐されたとは

見なしがたい。筆者が知る限り『開封勅許状簿』における、プラエセンター

ティオーグの文書は，すべて在俗聖職への推薦文書で、ある。修道会所属聖職

者に関しては，なるほど修道院長や修道参事会長の選挙の実施を、認可かす

ることがある九しかし修道院長職や修道参事会長職への、推薦'に関して

は，その事例が見当らない。

4)①“Prior et conventus de Waltham habent licentiam巴legendisibi abbatem 

. (1230)" - CPR， II， 330. ② “Royal assent to the election of Alan， som巴司

time prior of Sulye， to be abbot of Tavistok …・・ (1233)"一一CPR，III， 18. ③ 

“Royalωsent to the el巴ctionof Rowland， canon of St Denys by Southampton， 

to be 戸イorof that place …・ー (1233)" 一一Ibid.，p.25. ④ “The sub-prior and 

convent of Covintre [CoventryJ have licence to elect a ρrior (1235)"一一Ibid.，

p.118. とりあえず4件だけを例示した。①②では修道院長の選挙に，また③④では

修道参事会長の選挙に言及されている。しかも①および④は選挙実施を、認可汐したもの

で，②および③は選挙結果の追認の勅許状である。

そこで次に③および④における、ωardensh争 orρ740?319という文言に注

目しよう。ラテン語の原文では "depresentatione ad custodiam aut 

ρrioratumグであろうか。前者の、、warden"は、custodianヘ、guardianヘ

、keeper汐などと互換的に用いられ，とりわけ、warden"は未成年者に対

する、後見人汐を意味することもある。このばあいでいえば，修道会所属の

ウインチェスタ聖十字架の家に対する後見人相当の役職ではないか。また後

見人という表現が不適切であるとすれば，受託管理者すなわち正規の修道参

事会長の管理業務代行者であろうか。

一方の、priory"は，本来の意味からすればいうまでもなく、修道参事会

長職かであり，修道会所属の聖職者に固有の職務である。しかしここでは

、ウォードゥン職あるいはプライア職グと書かれているので，その、プライ
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ア。とは，上記の受託管理者の便宜的呼称とおもわれる。要するに問題のへ

ンリは，文面に、プライアグと書かれていても，そのことだけで修道会所属

と断定しえない。①および⑤のアンティブの、修道参事会長汐もまた，実態

において管理業務の受託者ではないか。

なお④の(1)によれば，へンリは聖十字架の家の、プライアリグをハムフリ

の死亡によって取得した。逆にいえば，ハムフリもまた、プライアグであっ

た。ではハムフリは修道会所属か。④の(2)では，生前のハムフリがほかに聖

堂区司祭職を占有していたという。彼もまた在俗聖職者であろう。ほかに 1

例を追加しておこう。

[ 9 J ①“Presentation of J ohn de Exonia to the church of 

Odecumbe [Odcombe， co. SomersetJ in the king's gift by reason of 

his keeping of the priory of Montacute， void by the cession of Mark， 

sometime ρnor…… (1251)" - CPR， IV， 102. ②“…… Johanni de 

Exonia， clerico regis…… (1250)"一一CCR，VI， 288. 

マークはモンタキュトの、プライア職。にあったが，彼の、譲渡汐によっ

てそれが空席になった。空席の、プライア職。は，ジョンの、管理'に委ね

られた。ジョンはオウドクムの聖堂区へ推薦された。推薦理由は，彼がモン

タキュトのプライア職を受託管理しているからであるという。前任者マーク

に関しては修道会所属か否か，これだけではいずれとも判定しがたい。しか

しジョンは、聖堂への推薦かからして，また②でクレーリクスと書かれてい

ることからして在俗聖職者と推定される九

5 )これらのいわゆる、在俗修道参事会長。については，すでに本節の注 1)でも言及

している。

引用[7][8J [9Jは，なるほどカペラーヌスとは無関係であった。し

かしこれらはいずれも、聖堂への推薦'の意味を確認するために，紛らわし

い事例として抽出し検討したものである。検討の結果を再確認しよう。勅許

状における、聖堂への推薦グという文言は，被推薦者が在俗聖職者であるこ
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とを意味する。従って逆に，この文言それ自体から被推薦者の所属が判定さ

れるといえよう。

カペラーヌスに戻って，受託管理の記録を追加しておこう。

[10J ①“Appointment of William， king's chaplain， as guardian of 

the void abbey of St Mary， Winchester ……/  Mandate to Master 

Henry de Cerne to deliver to him [WilliamJ the custody of the 

abbey (1236)" 一一CPR，II1， 148. ② “…… compotum Magistri 

Henrici de Cerne de tempore quo fuit custos operum castri nostri 

Wintonie [keeper of works of Winchester CastleJ …… (1241)"一一

CCR， IV， 269. 

ウィリアムは国王のカペラーヌスであり，空席のウインチェスタ聖母マリ

ア修道院を受託管理することになった。①の後半は，受託管理権の引き継ぎ

の指令文書である。前任者はへンリであり，彼は②によればウインチェスタ

の玉城の建造物管理官であった。前任者へンリは，その職掌からして在俗聖

職者であろう。ウィリアムに関しては，いずれとも識別しえない。しかし彼

もまた受託管理者であることからして在俗聖職者でないか。

[l1J ①“Mandate to J ohn de Cobeham， to whom the king 

committed the ρriory of Hegham [Higham， Hecham， Heyham， co. 

KentJ because of discords between the prioress and nuns， not to 

intermeddle further therein， as the king has committed it to J ohn de 

Wyham [WithamJ king's chaρlain. / Commitment to John de With. 

am， king's chaPlain， of the said ρrioη to keep .…・・ asthe king 

thinks it more seemly to commit it to an ecclesiastic (1270)" -

CPR， VI， 444. ②“…… a contention and discord between the prior. 

ess of Hecham and the convent of the said house， the king has 

taken the ρriory into his hand and committed the same to Master 

Ralph de Frenyngham， king's clerk， to keep ......; he commands the 

tenants of the priory to be intendant to the said Ralph as the king's 

guardian of the same (1270)"一一Ibid.，p. 405. ③“To Master Ralph 
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de Freningham ...… he is continually attendant to the business of 

the king's son Edward， and cannot conviniently attend to the keeping 

of the ρriory of Hecham…… the king has committed that to Gil-

bert， dean of [the rural deanery of] Sorham [Shoreham， Soreham， co. 

Kent]…… and commands him [R] to deliver it into his [G] keeping 

(1270)"一一Ibid.，p_ 410. Cf. also p. 411. ④“…… the king's brother 

Richard king of Almain， to whom the king has committed the keep-

ing of the ρriory of Heyham…… on condition that he should substi-

tute someone in his place to keep it， and he has substituted J ohn de 

Cobbeham to keep it…… (1270)"一一Ibid.，p. 452. /“Appointment 

of .….. and J ohn de Cobeham as justices in eyre for common pleas 

. (1268)"一一Ibid.，p. 255. ⑤“…… J ohn de Wytham，ρarson of 

the church of Stokes (1272)"一一Ibid.，p. 657. 

これも受託管理の記録であるが，管理対象は修道院長職ではなくて，修道

参事会長職である。まず①では，ハイアムの修道参事会長職に関して受託管

理権がジョンCからジョンWヘヲ|き継がれた。ジョンWは国王のカペラーヌ

スであり，号|き継ぎの理由としては、その管理を委託するには聖職者の方が

適切であるかと書かれている。ジョンCは俗人か。

これを委託するについては，同じハイアムの女子修道参事会長とその配下

の修道女との聞に不和があった①②。国王はそれに対処すべく，男子側の修

道参事会長職を王権のもとに吸収した上でそれをレイフに委託した。レイフ

は国王のクレーリクスであり，在俗聖職者であろう。しかしレイフは王太子

エドワードのもとに常勤しており，ハイアムでの任務に専念しえない。そこ

で国王は，レイフを解任して新たにギルパートへ修道参事会長職を委託し

た。ギルパートの地位は，ショーラム地方管区の主任司祭である③。

受託管理権は，その後にギノレパートから王弟リチヤードへ移る。しかしそ

の移管には条件があって，リチヤードはしかるべき代行者を配置することに

なっていた。最初のジョンCは，その条件に基づいて修道参事会長職を委託

された。④の後半によれば，ジョンCは巡回裁判官である。彼については聖
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職の記載がなく，おそらく俗人であろう。

要するにハイアムの修道参事会長職は，レイフ→ギ、1レパート→ジョンC→ 

ジョンWという順序で移管された。それを身分・地位にそくしていえば，ク

レーリクス→地方主任司祭→俗人裁判官→カペラーヌスという順序での移管

である。なお最後のジョンWは，⑤において、ペルソーナグと書かれてい

る九彼もまた在俗聖職者であろう。

6 )彼については，本節の引用[3 Jの②において、聖堂への推薦。の事実を指摘して

いる。前任者は、レークトルグであった。要するに彼はある聖堂で、レークトルかであ

り，他の聖堂では、ペルソーナかであった。ジョンWは，以前に別な修道院の内部不和に

当って，やはり修道院を受託管理したことがある。 “To Fulk Lovel， archdeacon 

of Colchester， and John de Wytham， chaPlain .…・・ the king， on account of con. 

tentions and discords between th巴 abbotof Byle [Beeleigh， co. EssexJ and the 

convent of the same place committed the abbey to …… and now …… [he 

willsJ that the said archdeacon and chaplain intend to the keψing of the abbey 

. (1269)"一一CPR，VI， 392. 

最後に異質の記録をいくつか追加しておきたい。

[12J ①“Grant to Simon de Offeham， king's chaplain， of the 

church of Otteford [Otford， co. KentJ， void by the resignation of 

Master Ralph de Neketon and in the king's gift ..…・ (1242)"

CPR， III， 332. ②“…… to provide Master Ralph de N eketon， one of 

the king's clerks， with a better benefice …… (1242)" - Ibid.， p. 307. 

まず①の冒頭には、認可かと書かれているが，聖堂の占有認可とは、聖堂

への推薦'と同義であろう。オトファドの聖堂は，前任者レイフの辞任に

よってサイモンがそれを継承した。前任者レイフは，②から知られるように

国王のクレーリクスであった。要するにこの聖堂は，クレーリクスからカペ

ラーヌスへ継承されたことになる。

[13J ①“[PresentationJ of Henry Mantel， king's clerk， to the 

benefice [benefi・ciumorρortio J which Thomas de Lewes， king's chゅー
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lain， deceased， had in the church of St Thomas， Winchel[e]se [Win-

chelsea， co. Sussex]， saving to Roger de Messenden [Messinden]， 

king's clerk， the right or possession of the benefice or ρortion which 

he has by presentation of the king in the said church …… (1260)" 

CPR， V， 129. /“Lewes， Thomas de，ρarson of St Thomas， Win-

chelsea" 一一Index. ② “Presentation of Walter de Agmundesham 

[Agmodesham] to the church of St Thomas， Winchelese， void by the 

resignation of Roger de Messinden， late， rector …… (1265)" - Ibid.， 

p.504. ③“・…..Walter de Agmodesham， rector of the church of St 

Thomas， Winchelese (1269)" - CPR， VI， 337. 

聖トマス聖堂区では，司祭の聖職禄が2分されていたということか。それ

ぞれの聖職禄は、ベネフィキウムあるいはポルティオーグと書かれている。

聖職禄の、分け前グすなわち、分割占有聖職禄'であろう。へンリは、聖堂

への推薦グではなくて，この、分割占有聖職禄への推薦グを受けた。このへ

ンリの取得分については， トマスが前任者である。トマスは①の斜線以下の

記載すなわち索引における編者の記載によればこの聖堂区の、ペルソーナか

であった。

他方の、ポノレティオーグはロジャが占有しており，この勅許状では同時に

ロジャの占有権も保障されている。ロジャは②によればこの聖堂区の、レー

クトノゾであり，このレークトル職はロジャからウオールタに継承された。

ロジャは①の時点ですでにレークトルであったか，その点については不明で

ある。しかし仮に彼がすでにレークトルであったとすれば，この聖堂区では

たとえ一時期にせよ，ペルソーナとレークトルとが併存したことになる。ま

た逆に彼が正規のレークトJレでなかったとしても，この聖堂区では司祭の聖

職禄がへンリとロジャとに分割されていたことに変わりがない。分割はどの

時点まで続いたものか，その点もまた不明であるが，②は、聖堂への推薦グ

の通常の書式である。従って司祭の聖職禄の分割占有は，すでに解消されて

いるといえないか。

いずれにせよ①では，一方の、ポ/レティオーグがカペラーヌスからクレー
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リクスへ継承された。引用 [12Jでは，聖堂区司祭職がクレーリクスからカ

ペラーヌスへ継承されている。このような継承が現実にありえたということ

は，両者が在俗聖職者であるという点において共通していたからではない

か。これを逆に在俗聖職者にそくしていえば，その一部がカペラーヌスの称

号を帯びることもありえたのであって，司祭職の継承には称号の相違が支障

になっていない。

[14J ①“Hugo de B1ya， clericus， habet litteras de presentatione 

ad ρortinem illam quam Galfridus de Alpegard [AlpegartJ， ca.ρellanus 
Falkesii de Breaute， habuit de dono domini regis in ecc1esia de Cos-

tese [Costessey， co. NorfolkJ …… (1224)"一一 CPR，1， 498. Cf. also 

p.349. ②“Nicholaus caμllan悶 deFecham habet literas…… de 

presentatione ad ρortionem illamin ecc1esia de Ruyll [Rulen， co. 

Radnor， i九Tales]， queuit Ivori quondam capellani ejusdem capelle， 

vacantem et ad donationem regis…… (1232)"一一CPR，III， 479. 

これもまた、ポノレティオーグの継承の記録である。①ではカペラーヌスか

らクレーリクスへと継承され，②ではカペラーヌスから同じくカペラーヌス

へ継承されている。、ポルティオーグとは，上記の通り聖職禄のいわば細片

である。しかし細片とはいえ，聖職禄であることに変わりはない。修道会で

は資産の共有が原則で，個人名義の資産つまり聖職禄というものがありえな

い。従ってこの2名もまた聖堂区所属と見なすべきであろう。

* * * * * 

【第4表】 在俗のカベラーヌス(その 2) 

(人名の頭書の数字は，本文中の引用の番号を示す。)

1 Northfeld， John: St John Baptist， Oxford 

1 _..ー， Jacob: Knoyle， co. Wilts 

1 Maidenestan， Osbert: East-Church， co. Wilts 

3 Akeford， Hugh: Tawton South， co. Devon 
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3 Wyham， John: Helenden Wroughton， co. Wilts 

3 Anna， Robert: St Mary Grimsby， co. Lincoln 

6 Sarresberia， Henry: Tilshead， co. Wilts 

6 Radec1ive， Richard: St Laurence Strattondale， co. Salop 

6 Cotes， Henry: Dreyton Paslow， co. Buckingham 

10一一一， William: guardian/ abbey St Mary， Winchester 

12 Offeham， Simon: Otford， co. Kent 

13 Lewes， Thomas: portion 

14 Alpegard， Geoffrey: portion 

14 Fecham， Nicholas: portion 

〈要約〉

rector 

rector 

parson 

parson 

parson 

c1巴rk→

→c1erk 

→c1erk 

→chaplain 

O 第1点 引用 [10Jのウィリアムおよび [13Jのトマス以下を別と

して，ほかの11名についてはすべて国王による、聖堂への推薦汐すなわち

聖堂区司祭職への推薦の事実があり，そのことによって聖堂区所属すなわち

在俗聖職者の身分が確認された。

O 第2点 引用 [10Jのウィリアムは，修道院の受託管理権を取得し

ている。彼については，修道会所属か聖堂区所属かいずれとも識別されな

い。しかし引用[7]にせよ，また [8J[9Jおよび [11Jにせよ，修道

会所属施設の受託管理者とは正規の修道院長や修道参事会長の職務代行者で

あり，在俗聖職者か俗人であった。そのような事例からして，ウィリアムも

また在俗聖職者と推定された。

O 第3点 引用 [13Jのトマスはカペラーヌスであり，その、ポル

ティオーグがクレーリクスに継承されている。引用 [12Jのサイモンのばあ

いは，聖堂区司祭職をクレーリクスから継承した。そのような継承が可能で

あるのは，これらのカペラーヌスもまた在俗聖職者であるからにほかならな

い。引用 [14Jの2名についても，同様の理由で在俗聖職者と見なされる。

逆に修道会所属聖職者であれば，たとえ、ポlレティオ~"とはいえ個人資産

としての聖職禄を占有するはずがない。

O 第4点 引用[3 Jの3名については，前任者に関して、レークト
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ルグの称号が確認された。また引用[6 ]の 3名については，前任者に関し

てその記載がない。しかし史料集の索引によれば前任者は、ペルソーナかで

あった。『開封勅許状簿』では，聖堂区司祭職への推薦文書において，前任

者の称号を明記することが少ない。いいかえると大半の文書がそれに言及し

ていない。従って引用[3 ]のような事例は，むしろ少数の例外に属する。

いず、れにせよ前任者の称号が明記されるか否かにかかわらず，聖堂区司祭職

への推薦の事実は，被推薦者の聖堂区所属を推定させる 7)。

7)ほかに、国王のカペラーヌスかであることが明記され，しかも聖堂区司祭職への推

薦か確認されるものとして，次の6例がある。

Wintonia， William: Worlingham， co. Suffolk 1221/I-300 

， W[illiam]・Chinnor，co. Oxford 1235/III-110 

Sancta Maria， J ohn: Esendon， co. Hertford 1260/V -92 (IV -457) 

Colecestre， Thomas: Dilwyn， co. Hereford 1263/V-253 (V-132) 

Denescumbe， Roger: Heathfield Talebot， co. Somerset 1265/V -411 (CCR， XIV-

469) 

一， Geoffrey， of Kenyton: All Saints Dorcester， co. Dorset 1243/VI-720 

最初のウィリアムに関する情報は 1221年のもので開封勅許状簿』第1巻300頁に記載

されている。( )内の記載は，国王のカペラーヌスであることの情報の所在を示す。ロ

ジャの例でいえば，その情報が『開封勅許状簿」ではなくて『密封勅許状簿』第14巻

469頁からえられた。国王が、カペラーヌス。を聖堂区司祭職へ推薦する事例はこれだけ

に留まらない。しかしそれらには、国王の'という明記が欠げているので割愛した。いい

かえると上記の6例とは，勅許状の文面からホ国王の'カペラーヌスと判定されるもの，

しかも聖堂区司祭職へ推薦されているものに限定されている。

O 第5点 最後に次の事実を指摘しておきたい。本稿第2節では修道

会所属のカペラーヌスを扱い，第3節・第4節では聖堂区所属のカペラーヌ

スについて検証した。同じくカペラーヌスとはいっても，修道会所属が確認

されるものは第2節[第2表]に記載の通りであって，実数において聖堂区

所属者をはるかに下回っている。逆にいえば，少なくとも『開封勅許状簿』

や「密封勅許状簿』においては，カペラーヌスのうちの圧倒的多数が在俗聖

職者であった。
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[v] 

では、カペラーヌスグとは何か。何故そのように呼ばれるのか。

[ 1 ]①“Rex concessit Willelmo de Radecleve， ca.μllo似c) suo 
ministranti in capella castri Dublin'， centum so1' vel x m' redditus in 

beneficio ecclesiastico， quamcito hujusmodi redditus vacare contigerit 

in Hibernia de donatione regis， ad ipsum capellanum sustentandum 

(25 June， 1229)" - CCR， 1， 188. ②“Rex concessit Willelmo de 

Radeclive， ca.ρellano ministranti in castro Dublinie， c solidos vel x 

marcas redditus ..…・ adipsum capellanum sustentandum in servicio 

regis (5 July， 1229)"一一CPR，II， 255. ③“Rex dedit pluries in man-

datis justiciariis suis Hiberbie…… quod quamcito op[pJ ortunitas se 

offerret， providerent Willelmo de Radeclive， capellano， ministranti in 

capella castri Dublinie， xv marcatas .…・・ (1232)" - Ibid.， p.492. ④ 

“The king has granted to William de Radeclive， king's chalうla仇， that 

as soon as there is an opportunity by reason of any dignity in 

Ireland being void and in the king's gift， there shall be assigned to 

him …… 15 marks of rent…… (1234)"一一 CPR，III， 66. Cf. also 

pp. 69， 72. ⑤“…… William de Radeclive， king's chaPlain， serving 

the king's chapel at Dublin …… (1237)" - Ibid.， p. 195. 

これらはいずれも，しかるべき聖職禄からの年金支給の命令文書である。

①は r開封勅許状簿』から，また②は『密封勅許状簿』からの引用である

が，両者は発給日において接近しており，基本的に同ーの命令であろう。③

や④も同様であるが，金額の点において①や②と異なっている。すなわち

、100シリングあるいは 10マークグが勺5マーク相当かに変わっている1)。

1)最初の 100シリングとは， 7.5マークである。従って¢②の記載は、7.5マークあ

るいは 10マークかであることを意味する。比率にして3対4になっている。③や④の 15
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マークは3年後・ 5年後の金額であるから，変更があったとしても不自然でない。では同

一文書における金額の相違は何を意味するか。彼が受給するはずの年金は 1件について

100シリングか 10マークかのいずれかである。しかし当面は， 100シリング受給者にもま

た10マーク受給者にも空席がない。そこでこの勅許状は，いずれか一方に空席が生じた

ときにまずもってウィリアムをその後任受給者とするものであろう。仮にどこかで100シ

リングの年金受給者が死亡したとしよう。その時点で10マークの年金には適切な空席が

ないとすれば，彼はとりあえずその 100シリングの年金を継承することになろう。 10

マークとの差額2.5マークは，別途に何らかの方法で補填されるという乙とであろうか。

それはさておき，問題は斜体字の文言である。ウィリアムは①および④に

明記の通り国王のカペラーヌスである。しかも彼は，ダプリンの玉城内の

、カペラに勤務している汐という。カペラーヌスの原義はカペラ勤務の聖職

者であり，彼はまさにことば本来の意味におけるカペラーヌスであった。

[ 2 ] ① “…・・・ Hereberto caμllano ministranti in caρella regis 

apud Geldeford' [Guildford， co. Surrey]…… (1231)"一一CCR，1， 488. 

②“…… Thome， C4μllano regis ministraηti 仇 capellaSancti Thome 

in castro Wintonie [Winchester] ・・…・ (1234)" - CCR， II， 531. ③(1) 

. faciat habere Simoni， co，ρellano ministranti in capella regis de 

Windes' [Windsor]， j. robam sicut ceteris capellanis regis (1243)" 

CCR， V， 148. (2)“…… faciat habere Magisto Simoni， carpentario 

regis Windles'， quingenta borda ad operaciones regis de Windleshour' 

[Windsor] (1248)"一一CCR，VI， 70. (3)“…… faciat habere Simoni， 

capellano regis， et aliis custodibus 0ρeracionum Windes' cc. vel ccc. 

marcαs ad easdem 0ρeraciones faciendas……日251)"一一Ibid.，p. 405 

(4)“…… Simoni， capellaη0， custodi operum Windes'…… (1251)"一一

Ibid.， p. 487. ④“Rex retinuit Gi1bertum de Barewe capellanum loco 

Willelmi de Bed [eford] capellani， qui nuper obiit Lond'， ad minis回

trandum in caμlla Sancti Stephani Westm' sicut idem Willelmus 

consuevit …… (1245)" 一一CCR，IV， 333. 

「密封勅許状簿』から類例を引用した。最後のギルパートは前任者ウィリ
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アムの死亡によって，前任者同様に、カペラに勤務させるために'召し抱え

られた。彼もまた，①@③の 3名と同様に、カペラに勤務している。カペ

ラーヌスであった。③のサイモンは，まさに異色である。まず(1)ではカペラ

勤務のカペラーヌスとして，他のカペラーヌスと同様に官服の支給を受けて

いる。しかし(2)では、大工汐として板材500枚を受領し，ウィンザの玉城の

造作に使用することになっている。彼は(3)および(4)であらためてカペラーヌ

スと明記され，しかもウィンザ王城の建造物の管理官であるという。

[ 3 ]①“Grant…… to Thomas de Craucumb， chaplain， celebrat-

ing the mass 01 the Virgin in the chapel of the king's court， 

Oxford， of 50s. for his stipend …… (1235)" 一一CPR，III， 108. ② 

“Grant to J ohn de Ferendon， king's chaplain， 01 the cha，ρel of Pil-

leham [Pilham， co. Lincoln]…… in the king's gift…… (1234)"一一

Ibid.， p. 63. ③“Presentation of Simon de London， chaplain 01 the 

chapel of St Stephen， Westminster， to the vicarage …… (1238)"一一

Ibid.， p. 230. ④“・….. for Simon le Renham， William de Rod-

meresham， Henry de Cantuaria， Richard de Radenhoure and Everard 

de Wycumbe， chaplains ministering in the king's chapels at Westmin-

ster， to wit， 50s. a year to each of them so long as they minister in 

the said chapels， and for William and Richard， king's chaplains 

ministering in the chapel of St J ohn the Evangelist， 1 mark a year 

so long as they minister there， to find a light therein and for the 

stipends of their clerk (1243)" - Ibid.， p.409. 

これらはいずれも『開封勅許状簿』第3巻からの引用である。斜体字の文

言に注目しよう。最後の④の、minister，ministering"は，前出の一連の

、ministrare，ministrans'〆の直訳であろう。前出引用[1]⑤の、erv-

inども，カペラ勤務を意味する点において相違がない。ラテン語原文では，

このばあいに、serviens"であろうか九いずれにせよ『開封勅許状簿』や

r密封勅許状簿』では，カペラーヌスのカペラ勤務をこのように表現するこ

とが圧倒的に多い。
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2 )①“Henricus de Sancto Albano， capllanus presentatus ad serviendum in 

capella r巴gisBeate Marie de Hav巴ring'…… (1260)"一一CCR，XI， 177. ②“…… 

a Waltero d巴 Popsal'， capellano， serviendi regem fideliter in capella castri regis 

Dovor'…… (1261)"一一Ibid.，p.375. 

その点からすれば，①の、カペラにおいて聖処女のミサを執行するかとい

う文言はむしろ異例に属する。類似の文言は第1節の引用[6 ]に見られ，

そこでは、聖処女マリアの祝日ごとに祭式を執行するかと書かれていた。ま

た②では，カペラーヌスに対して、カベラの贈与グがなされている。さらに

③のサイモンは、カペラのカペラーヌスかであるという。このように文言に

若干の相違があるとはいえ，いずれもカペラ勤務者であることに変わりがな

い。なお④の最後の、クレーリクス'については，あらためて検討する。

カペラーヌスの人名に、ministransin capella"すなわちカペラ勤務者

であることが明記される事例は，単に『開封勅許状簿』のみならず『密封勅

許状簿』においても多数にのぼる。次の[第5表]は w密封勅許状簿』第

13巻からカペラーヌスに関する情報をすべて抽出したものである。しかし

文面には，単にカペラーヌスと書かれているだけで人名が明記されていない

こともあり，そのようなものは省略した。

【第 5表】 「密封勅許状簿」第 13巻のカベラーヌス(例示)

0省略表記ocap/reg: capellanus regis 
minist: ministrans/ ministering 

celebr: celebrans/ c巴l巴brating

頁(年)

10(1264) 一一， William: cap/reg 

11(1265) ......， William: cap/ reg Marlborough 

13(1265) 一一， Simon: cap/reg Tower/London 

14(1265) 一一， Ralph: cap/reg Windsor; 75 

14(1265) ......， Simon: cap/reg Windsor 
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15(1265) Sancta Maria， John: cap/reg 

29(1265) Gynges， Richard: cap hermitage 

37(1265) Graunt， J ohn le: cap 

50(1265) Witham， John: cap/reg 

57(1265) Lokinton， William: cap (earl/Leic巴ster)

75(1265) 一， William: cap/reg Windsor minist 

76(1265) ， John: cap/reg Tower/London 

154(1265) 一， Hugh: cap/r巴gHous巴 Converts;217，279 minist 

154(1265) 一， John: cap/reg House Converts; 217，279 minist 

186(1266) Wrtham， John: cap/reg 

196(1266) 一一， Anne: cap/ reg 

196(1266) 一， Robert: cap/reg 

276(1266) 一， William: cap/ reg Rockingham minist 

278(1266) Stanbrigg， Simon: cap/reg; 511 cap 

281(1267) 一， William: cap Kempton; 76 cap/reg minist 

303(1267) ー， John: cap/reg 

321(1267) Colecestre， John: cap/reg almoner 

326(1267) ， Alexander: cap/reg Oxford minist 

350(1267) Sancta Margareta， Walter: cap 

370(1267) Ingeworth， William: cap 

371(1267) Grauntesden， Geoffrey: cap 

406(1267) Berenger， Walt巴r:cap/reg Ludgershall minist 

430(1268) 一， Nicholas: cap/reg Winchester minist 

446(1268) .， Alexander: cap (qu巴en)

480(1268) Arkil， Robert: cap dioc巴se/York

485(1268) W巴stenestowe，Henry: cap diocese/Lincoln 

549(1268) Slapton， John: cap 

以上の 32名は，第 13巻においてカペラーヌスとして人名が明記されてい

るもののすべてである。そのうち 20名は，国王のカペラーヌスである。ほ

かに伯のカペラーヌスや王妃のカペラーヌスが検出され，また単にカペラー

ヌスとしか書かれていないものもある。しかも 10名に関しては，上記の通

り、ministransin capella汐という定型表現が確認された。ほかの 2名に
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は、celebransin capellaグと書かれている。文言の相違を別とすれば，過

半数についてあえてカペラ勤務に言及したことになる。何故か。理由はとり

あえず不明といわざるをえないが，カペラーヌスとクレーリクスとの一つの

相違点がこの事実から読み取れるのではないか。この定型表現の意味につい

ては，後段においてあらためて触れる。

[第5表]は，表題に併記の通り、例示グである。しかもその例示として

『密封勅許状簿』第13巻からカペラーヌスに関する情報を網羅的に抽出し収

録した。では何故『密封勅許状簿』か。理由は単純である。一方の『開封勅

許状簿』は第3巻以降が現代英語による抄訳になっており，語義の再確認に

は必ずしも適切でない。また第13巻を選択したのは何故か。その理由も単

純である。へンリ 3世治世の全13巻のうちでは，カペラーヌス関係の情報

がとりわけ豊富なことがそれであった。

* * * * * 
く要約〉

O 第1点 この節では、カペラーヌスグの語義の再確認のために，史

料の文言を検討した。語義はあらためていうまでもなく、カペラ勤務。の聖

職者であり，それは史料文面に上記の定型表現によって明記されることが少

なくない。

O 第2点 その定型表現としては，大半が、カペラに勤務汐するとい

うもので，ほかにわずかながら、カペラにおいて(祭式を)執行'するとい

う文言もあった。これらの定型表現の意味については，次節であらためて検

討する。

[vrJ 

前節ではまずカペラーヌスに特有の定型表現に注目し，最後に『密封勅許

状簿』第13巻からカベラーヌスに関する情報を全件数にわたって抽出した。
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[第5表]はその集約である。本節ではその延長として，やはり『密封勅許

状簿』の第 14巻すなわちへンリ 3世治世の最終巻を検討の対象とする。

しかも本節では前節の[第5表]の単なる延長に留まらず，あわせてク

レーリクス情報をも抽出して検討する。何故か。カペラーヌス情報の意味

は，クレーリクス情報との比較においてさらに鮮明になろう。またその比較

は，単に情報の質だけに留まらず，量すなわち検出件数の多寡という観点か

らもなされる。

次の[第6表]は，第14巻に限定したことからしてやはり、例示。であ

る。しかし当面の例示とはいえ，これによってカペラーヌスとクレーリクス

との定性・定量の両面における比較がある程度まで可能になろう。

【第 B表] 11密封勅許状簿」第 14巻のカペラーヌス・クレーリクス(例示)

0省略表記ocap/reg: capellanus regis (king's chaplain) 
clc/reg: clericus regis (king's clerk) 

minist: ministrans (minist巴ring)

celebr: celebrans (celebrating) 

頁(年)

{CAPELLANUS/REGIS} : 11 

30(1269) ， Clement *: cap/reg 
246(1270) Anna， Robert: cap/reg 

246(1270) Wrtham， John: cap/reg 

469(1272) Bannebir， J ohn *: cap/ reg 
469(1272) Chilahede， Richard *: cap/ reg 
469(1272) Dunscombe， Roger *: cap/reg 
469(1272) N orman， Geoffr巴y*: cap/ reg; 569 
469(1272) Preston， William *: cap/ reg 
469(1272) Tughule， Walter *: cap/reg 
519(1272) Havering， William: cap/reg 

555(1271) Witham， John: cap/reg; (cap 426) 

{CAPELLANUS} : 11 

95(1269) More， Adam d巴 la:cap 
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188(1270) Kyngeston， Thomas: cap 

278(1270) Ingeworth， William: cap 

301(1270) Windsor， Thomas *: cap (k's clerk?) 
419(1271) Essex， John: cap 

432(1271) Kersalton， J ohn: cap 

494(1272) Belaugh， Benedict: cap 

594(1272) Haverfauk， J ohn: cap 

541(1272) Blunt， J ohn le: cap 

569(1271) Sydyngburn， Silverster: cap 

578(1271) Reyleye， John: cap 

{CLERICUS/REGIS} : 41 

8(1268) Kynros， Thomas: clc/reg 

9(1268) Sutton， John: clc/regくbuyer/ wardrobe> 

16(1269) Stratton， Adam: clc/regくoverseer/Westminster>;85… 

32(1269) Camilla， Thedise: clc/ reg <household clerk>; 157… 

49(1269) Wicumb， Simon *: clc (queen) 
50(1269) Hanyton， William: clc/reg <chancery>; 240 

50(1269) Leye， Thomas de la: clc/ r巴gくchancery>;240 

50(1269) Odyam， Walter: clc/regくchancery>;240 

56(1269) Cuberley， Geoffrey: clc/ reg 

62(1269) Bartholomew， Robert， son of: clc/reg <wardrobe> 

67(1269) Winton， Peter: clc/regくkeeper/wardrobe>;156… 

80(1269) Faukener， John le: clc/regくhanaper>;327… 

82(1269) Sancto Dionisio， John: clc/reg <warden/House Converts> 

87(1269) Plumpton， William: clc/reg <collector/tenth> 

94(1269) Birlay， William: clc/reg <guardian/abbey> 

133(1269) Staunford， Robert: clc/reg 

138(1269) Dun巴1m，Ralph: clc/reg 

156(1269) Gandavo， Henry: clc/ reg <keep巴r/wardrobe>

156(1269) Fiscampis， Alberic: clc/reg <keeper/wardrobe> 

157(1269) Corner， William de la: clc/regくhouseholdclerk> 

182(1270) Fulconis， Rob巴rt:clc/ reg <iustice/Bench> 

187(1270) Butler， Ralph le: clc/reg <collector/tenth> 

198(1270) Curtenay， Nicholas: clc/r巴gくcollector/tenth>

198(1270) Bakepuz， William: clc/reg <escheator>; 567 
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229(1270) C1ifford， Richard: c1c/regくescheator>;307… 

291(1270) Midde1ton， Richard: c1c/regくjustice;chancellor>; 335… 

294(1270) Kenda1， Hugh: c1c/reg <collector/twentieth>; 542 

312(1270) Peyt巴vin，Philip *:‘c1ericus capelle regis' 

338(1271) C1are1， John: c1c/reg <proctor> 

348(1271) Wintonia， William *:‘c1ericus mercati nostri' 

349(1271) Passemer， Stephen: c1c (queen) 

352(1271) Ma10 Lacu， Henry: c1c/r巴gくguardian/bishopric>

352(1271) Bochard， It巴rus*・c1c(Princ巴 Edward)くk'shouseho1d c1erk> 

362(1271) Percy， William: c1c/reg ; (c1r 99)くkeeper/ cast1e> 

368(1271) Midde1ton， William: c1c/reg; (c1r 399) <collector/twenties> 

383(1271) Cancellis， Phi1ip: c1c/reg 

393(1271) Staumford， Richard: c1c/reg ; (c1r 568)くexchequer>

434(1271) Lecford， Roger: c1c/ reg 

451(1271) Sutton， Gi1bert: c1c/ regくbut1er>

454(1272) W巴stmonasterio，G巴offrey:c1c/reg <overseer/Westminster> 

579(1271) Hereford， Richard: c1c/reg <exchequer> 

{CLERICUS} : 29 

30(1269) Barsham， Richardr: c1c 

45(1269) …， Oliver *: c1c (k's serjeant) 
89(1268) Tydo1eside， Henry: c1c 

113(1269) Burn巴1，Robert *: c1c (/reg) <chancellor> 
113(1269) Merton， Wa1t巴r*: c1c (/r巴g)くchancellor>
113(1269) Redmerley， Wa1ter *: c1c (/reg); 562 
146(1269) Rus， William 1e *: c1c (/reg); 252くk'sdomestic c1erk> 
252(1270) Kancia， Wa1ter: c1c (/reg); 266 

262(1270) Saham， William *: c1c (chief justiciar) 
281(1270) Aunger， Adam: c1c 

296(1270) Kirkeby， John *: c1c (/reg)くke巴per/ chancery; treasurer> 
353(1271) Gregory， Henry， son of: c1c 

356(1271) Keyngham， Henry: c1c 

413(1271) Poterington， Adam: c1c 

429(1271) Mar1eberg， Thomas: c1c 

431(1271) Stoke， H巴nry:c1c 

479(1272) Hammes， William: c1c 
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538(1271) Pirie， Walter: clc 

538(1271) Rus， William le (another): clc 

543(1272) Cogenhoe， J ohn: clc 

545(1272) Leye， William d巴 la:clc 

545(1272) W oleward， William: clc 

545(1272) Tutibus， Sampson: clc 

558(1271) Bidik， William *・ clc

558(1271) Hamelton， William *: clc (/reg)くdeputy-chancellor;chancellor> 
558(1271) Scardburg， Robert *: clc (/reg)くk'shousehold clerk> 
562(1271) Frethorn， Henry: clc 

562(1271) Walerand， J ohn: clc 

578(1271) Stangno， Thomas: clc 

この一覧表の*印の人物に関して，記載事項の説明を補足しておこう。

[ 1 ]“…... quod faciat in bosco ・….， Clementi capellano regis 

m仇istrantiin capella sua de Tatenhal' [TettenhallJ unam quercum 

de dono regis (1269)"一一CCR，XIV， 30. 

まず[第6表]官頭のクレメントに関して，この記録が残っている。クレ

メントはテタンホルの王立自由礼拝所のカペラーヌスであり，この勅許状に

よって王有林から樫の木材を取得した。これにもまた上記の、カペラ勤務グ

の定型表現が見受けられる。

[ 2 ]①“Mandatum est .….. emptoribus garderobe regis， quod 

habere faciant Willelmo de Preston'， Rogero de Denescumbe， Waltero 

de Tuthulle， Johnanni de Bannebir'， Richardo de Chilahede， et Gal-

frido Norman， capellanis regis in capella Sancti Stephani de West-

monasterio ministrantibus， sex robas， videlicet unicuique ipsorum 

unam robam， de dono regis (3 March， 1272)" - CCR， XIV， 469. ② 

“Mandatum est emptoribus ..…・ quodfaciant habere sex capellanis 

regis divina celebrantibus in capella regis Sancti Stephani de West-

monasterio sex robas .…・・ (6 June， 1272)" 一 -Ibid.， p. 483. 
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この 2件の勅許状は，いずれもウエストミンスタの 6名のカペラーヌスの

ために官服の支給を指示したものである。斜体字の文言に注目しよう。①で

、in capella …… ministransグと書かれているのに対して，②においては

、[servitiadivina] celebrans in capella"と表現されている。、カペラで祭

式を執行グするということであろう。前節の引用[3 ]では，それが、カペ

ラにおいて聖処女のミサを執行する。と書かれていた。

聖職者が、カペラに勤務。するということは，主要な任務にそくしていえ

ば、カペラで祭式を執行かすることにほかならない。双方の文言が実質にお

いて同義であることは，同ーのカペラに関するこれら 2件の勅許状によって

明白であろう。①の6名は，該当頁のところに列挙されている。なお当然の

ことながら，カペラではなくて、聖堂に勤務グするという表現も皆無ではな

。
)
 
ー

、J、ν

1)①“Grant for lif巴toWilliam de Limminges， minister of the king's chapel， 

for his long service …・ (1266)"一一CPR，V， 599. ②“…… the king presented 

his clerk William de Birlay to the church of Warsope [Warsop， co. Nottingh. 

am]， void by the death of Richard de Sutton， sometime ρarson thereof . 

(1268)" - CPR， VI， 255. ③“ad ecclesiam de Warsope [Warsop， co. Nottingh. 

am] vacantem per mortem Ricardi d巴 Sutton'proximo ministrantis in ea Willel-

mum de Birlay clericum …… pres巴ntantem…… (1269)"一一CCR，XIV， 92ft 

ついでながら①にも触れておこう。これには、カペラのミニステルかという文言がある。

上記の一連の事例からして，これは、カペラーヌス'を意味するものといえよう。それに

対して②および③のリチヤードは前者で、ベルソーナグと書かれ，後者では、聖堂に勤

務'しているという。これはもはやカペラーヌスではなくて聖堂区司祭と見なすべきであ

ろう。

[ 3 ]①“Henricus de Rainham' attornavit coram rege loco suo 

Thomam de Wind' caρellanum .…・・ (1270)" 一一CCR，XIV， 301. ② 

-Thomas de Windesor， king's clerk， was for several years in 

seisin …… (1271)"一一CPR，VI， 602. 

この双方のトマスが同一人であれば，彼はカペラーヌス・クレーリクスの
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双方の称号を帯びたことになる。しかし手もとの史料では，同定の手がかり

がない。従って[第6表]では，単にそのような情報の存在を指摘するだけ

に留めた。

[ 4 J①“Mandavimus thesaurario et baronibus nostris de scac-

cario quod --…. dictam pecuniam …・・・ Simoni de Wicumb' clerico 

ρrゆte regine 1iberare permittant ad scaccarium predictum 

(1269)" 一一CCR，XIV， 49. ② “…... dilecto nobis Itero Buchard， 

Edwardiρrimogeniti reg:お clerico …… (1271)" - Ibid.， p. 352. / 

• Iter Buchardi， the king's household clerk， as the king's proctor 

in the pope's court (1272)" - CPR， VI， 639. ③“…… Olivero 

clerico Willelmi de Sancta Eremina …… (1269)" 一一CCR，XIV， 

45. /“…… William de Sancta Eremyna， king's seη切nt.…一 (1271)"

一-CPR， VI， 611.④“…… Willelmo de Saham clerico…… (1270)" 

一一CCR，XIV， 262. /“…… William de Saham， clerk， sometime of 

the household of Hugh le Despenser [chief justiciar]…… (1268)"一一

CPR， VI， 265. 

最初のサイモンは①に記載の通り王妃のクレーリクスであり，王妃の家政

に必要な経費を財務府で受領した。王妃のクレーリクスは，すでに再三にわ

たって指摘の通り定義上で国王のクレーリクスになる。②のイテlレスは王太

子のクレーリクスであるが，後半では国王家政のクレーリクスと書かれてい

る。③のオリヴァはウィリアム直属のクレーリクスであるが，そのウィリア

ムは、erviensregis: king's serjenat"すなわち俗人官僚である。④の

ウィリアムは，かつて王国大司法官ヒューの家政のクレーリクスであったと

いう。これらのクレーリクスに関する[第6表]の記載は，このような史料

所見に基づいている。

[ 5 ]①“…… quod habere faciat Philippo Paytevyn [Peytevin]， 

clerico caρelle regis， unum do1im vini de dono regis (1270)"一一CCR，

XIV， 312. ②“…… coram dilecto et fide1i nostro Waltero de Burges 

et Willelmo de Winton'， clerico mercati nostri [clerk of the king's 
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marketJ， pro transgressione mensurarum (1271)"一一Ibid.，pp.347f. / 

“Appointment ・・・・・・ of Walter de Burges and William de Wyntonia， 

clerk 01 the Marshalsea， to [holdJ pleas of the market in the 

counties …… (1270)" 一一CPR，VI， 454. / “…… Walter de Burges 

…・ themarshals (1269t一一Ibid.，p.326. 

フィリプについては，文面に、国王のカペラのクレーリクスグと書かれて

いる。この文言の意味は，次節で検討したい。ウィリアムは，まず、、国王の

市場のクレーリクスグであるといわれ，また、マーシャノレ裁判所のクレーリ

クス'とも書かれている。ウオールタはその、マーシャノレかであり，ウィリ

アムの上司であろう。

[ 6 J ①“…… Waltero de Merton'， Roberto Burnel， Waltero de 

Rudmerlie， clericis， et aliis (1269)" 一一CCR，XIV， 113. ② “-

Willelmo le Rus clerico .….. (1269)"一一Ibid.，p. 146. 

この 4名について『密封勅許状簿』第14巻は，単にクレーリクスとだけ

しか書いていない。従って[第6表]では単なる、クレーリクスグに分類し

ておいたが，彼らはすべて国王のクレーリクスであり，その情報は『開封勅

許状簿』からえられる九なおこの 4名中最初のウオールタも次のロパート

も後に大法官に就任し，また司教座をえている。

2 )“…… the king granted ..…・ toRobert Burnell， his household clerk， arch. 

d巴aconof Y ork ..… (1272)" 一一CPR，VI， 679. ② “…… Walter de M巴rton，

king's household clerk ..… (1269)" - Ibid.， p.351 ③“….. Walter de Rud. 

mereley巴，king's clerk…一 (1269)"Ibid.， p. 334. ④“…… William le Rus， king's 
domesfic clerk (1271)"一一Ibid.，p.576. 

[7J ①“…… Johanni de Kirkeby clerico …… (1270)"一一CCR，

XIV， 296. ② “…・・・ domino J ohanne de Kirkeby， Willelmo de 

Hamelton'， Roberto de Scardebur' et Willemo Bidik'， clericis 

(1272)"一-Ibid.， p.558. 

ジョンは①②の双方において，単にクレーリクスとだけ書かれている。ほ
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かの3名に関しても同様である。しかし最後のウィリアムを別としてこの3

名のばあいもまた，国王のクレーリクスであることが『開封勅許状簿』で確

認された九

3 )①“..... Sir John de Kirkeby， then keeper of the rolls of the chancery 

. (1269)" - CPR， VI，457. /“…… the king gave his clerks John de 

Ki巾 by，dean of Wymburn [Wimbourne MinsterJ， and .…・ (1271)"- CPR， VI， 

585. ②“...... William de Hamelton， king's clerk ...... (1303)" - CPR， 1301-07， 

p.203. /“…… Sir William de Hamelton， dean of Y ork， select巴dby the king to 

be his chancellor …・・ (1305)" 一一Ibid.，p.309. ③ “…... Master Robert de Scar. 

th巴burg，archdeacon [of YorkJ， ki・ng'sclerk， and one of the [king's] household 

. (1275)"一一CPR，1272-81， p. 129 

[第6表]における*印の人物に関しては，以上に留める。

* * * * * 
要約に先だ、って[第6表]の集計を再確認しておこう。次の比較表におい

て [A]欄の数字は w密封勅許状簿』第14巻だげからの検出件数つまり前

出[第6表]の集計である。このうち、国王のクレーリクスグは上記の引用

[ 6 ]および[7 ]で41名から 48名に修正されることになるが，ここでは

修正以前の数字を示した。また [B]欄の数字は，エドワード 1世治世の

『開封勅許状簿』第1巻からの検出件数を示す。要するに [A]との比較の

ために，史料としてはあえて r開封勅許状簿」を選んだ。また [A]は

1272年を下限とし，逆に [B]は同年を上限としている。史料の種別を変

更し，あわせて対象の時期もわずかながら遅らせた。

【参考検出件数の比較表]

[A] :へンリ 3世『密封勅許状簿」第14巻(1268ー 1272年)

[B] :エドワード 1世『開封勅許状簿』第1巻 (1272-1281年)

[A] [B] 

文面に、国王のカペラーヌスグと明記されているもの 11名 7名
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その他の、カペラーヌスグ

文面に、国王のクレーリクス。と明記されているもの

その{也の、クレーリクスグ

11名 39名

41名 125名

29名 60名

[第6表]では，それぞれの聖職者がどのような官職を占有したか，その

官職が『密封勅許状簿』や『開封勅許状簿』で容易に確認できるものについ

てそれを記載した。次にそれらのうちから主要なものだけを抽出して列挙し

よう。ほかに主要な聖職の占有が確認されるものについては，それらを列挙

した。なお以下の官職・聖職は，必ずしも[第6表]に記載の時点で占有し

ているものに限らず，後日に取得するものをも含む。

【参考2 主要官職・主要聖職の占有者(クレーリクス)]

〈主要官職〉

CHANCELLOR 大法官府長官

Merton， Walter: 1261-63 

Burnel， Robert: 1274-92 

TREASURER 財務府長官

Kirk巴by，J ohn: 1284-90 

Middelton， Richard: 1269一72

Hamelton， William: 1305-07 

KEEPER of the W ARDROBE 納戸庁長官

Fiscampis， Alberic: 1258-61 

Gandavo， Henry: 1261-65 

〈主要聖職〉

BISHOP 司教

羽Tinton，Peter: 1258-61， 68-72 

Corner， William de la: archbishop-elect Dublin 1271 (annulled) 

Merton， Walter: Rochester 1274一77Burnel， Robert: Bath & Wells 1275-92 

Middelton， William: 1278-88 Kirkeby， John: 1286-90 

DEAN 司教座参事会長

Scardburg， Robert: Y ork 1279-90 

ARCHDEACON 司教補佐

Hamelton. William: Y ork 1298-1307 

Middelton， Richard: N orthumberland 1270-72 

Sancto Dionisio， J ohn: Rochester 1278-88 
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この[参考2]がクレーリクスだけに限定されたのは，きわめて単純な理

由による。それは[第6表]のカペラーヌスに，その該当者が皆無で、あるか

らにほかならない。

ほかに[第6表]の同一人物に関して，どのような頻度で史料文面に登場

するか，その記載頻度についても簡略な比較を試みたい。対象は、国王のカ

ペラーヌス'と、国王のクレーリクスグとに限定した。前者においては頻度

2回のものがわずかに 2名で 2回以上のものは見当らない。後者では頻度

10回以上のものに限定した。

【参考3 記載頻度の比較表]

細字の数字は，その称号の記載頁を示す。

斜線以下の太字の数字は，その人物の索引での記載頻度を示す。

{CAPELLANUS/REGIS} 頻度2回のもの (11名中2名)

N orman， Geoffrey: 469，569 

Witham， John: 555，426 (cap) 

{CLERICUS/REGIS} 頻度10回を超えるもの (41名中5名)

Stratton， Adam: 16，85，159，188，200，327，440，410/14 

Winton， Peter: 67，156，327，440/48 

Faukener， John Ie: 80，327，440/12 

Clifford， Richard: 229，307，436，456/27 et passim 

Middelton， Richard: 291，335，557/14 

まず国王のカペラーヌスについては，最初のジェフリが2固にわたって記

載され，しかもいずれもホ国王のカペラーヌスグと明記されている。それに

対して次のジョンも 2固にわたって記載されるが，はじめには単に、カペ

ラーヌスかとしか書かれていない。要するに国王のカペラーヌスは，絶対数

が少ないのみか文面に記載される頻度も低い。

他方の国王のクレーリクスでは，絶対数が多いのみならず同一人が反復し

て記載されることも少なくない。リチヤード=クリファドにいたっては，こ
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の史料集の編者が記載頁を克明に列挙せず， 27回を超えるところについて

は、そのほか各所にグと併記している。彼が、国王のクレーリクスグと明記

されるのは，なるほどわずか4回に留まっている。しかし彼のばあいは，具

体的な役職の名称を帯びて登場することが多い。同様にリチヤード=ウィン

トンも，役職名だけを帯びるばあいが圧倒的に多い。とりわけリチヤードに

おいては役職名それ自体が国王のクレーリクスの身分を示唆しており，あえ

てその身分を明記するまでもないということか4)。

4 )①“…… magistro Ricardo de Clifford'， custodi archi，ψiscopatus Cantuan.en-

sお [guardian of the s巴巴 ofCanterburyJ ...... (1270)"一一CCR，XIV， 220. /“・・

magistro Ricardo de Clifford， escatori suo citra Trentam [escheator this side 

TrentJ .…・・ (ditto)" - Ibid.， p.221. ② “・…..Petrus de Winton'， custos garde-

robe nostre [keeper of the wardrobeJ .… (1268)"一一Ibid.，p.9. リチヤード

は，カンタベリ大司教座の空位期間における資産管理者であり，またトレント川以南にお

ける王権復帰不動産の管理者でもあった。ピータには，納戸庁長官と併記されている。

く要約〉

O 第 1点 まず[参考1]では，カペラーヌス・クレーリクスそれぞ

れの検出件数を比較した。両者の比率はもとより全巻にわたって一定であり

えないが，クレーリクスの圧倒的優位は単に『密封勅許状簿』のみならず

『開封勅許状簿』においても全巻に共通している。それが当時における両者

の実人員の相違によるものか否か，その点は不明といわざるをえない。従っ

てここでは，勅許状簿からの検出件数における顕著な優劣を指摘するだけに

留めたい。

O 第2点 [参考2Jでは，クレーリクスだけについて主要官職・主

要聖職の占有状況を表示した。大法官府の長官に関しては，現職の長官と後

日の長官とが合計4名であり，財務府長官では 1名，納戸庁長官では3名が

それぞれ確認された。ほかにクレーリクスについては世俗行政分野での多様

な役職が確認され，その一部は[第6表]に併記されている。いわば長官も
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いれば部下もおり，しかも当然のことながら部下の方が圧倒的に多数であ

る。他方の聖職においては，司教昇進者 4名をはじめとして司教座参事会

長・司教補佐がいずれも 2名であった。ほかにダプリンの、被選大司教。

も，結果として選挙無効と判定されたが，大司教候補者であり，しかも当選

者であった。へンリ 3世治世の『密封勅許状簿』の最終巻だけから，これほ

どの主要官僚・主要聖職者が検出された。それに反して，カペラーヌスには

そのような該当者が皆無であった。国王のカペラーヌスをも含めて，カペ

ラーヌスとよばれるものは，これらの主要官職・主要聖職からほぼ排除され

ていたといえよう。カペラーヌスとクレーリクスとは，まさにこの点におい

て顕著な相違を見せている。

O 第3点 [参考3]は，同一人物がへンリ 3世治世の『密封勅許状

簿』最終巻に何回登場するか，その記載頻度を示したものである。カペラー

ヌスでは，ジェフリのわずか2回が最高である。それに対して，クレーリク

スではピータ=ウイントンの 48回を筆頭に 10回を超えるものが41名中 5名

にのぼった。ピータは[参考2]に記載の通り，かつてオーブリと連名で納

戸庁長官に任命されたことがあり，また 1268年からは単独でそれに再任さ

れた。記載頻度が高いということは，第 14巻の全期間を通じて要職にあっ

たことの結果である。要するに[参考2]におけるクレーリクスの圧倒的優

勢は，そのまま[参考2]の記載頻度にも反映している。カペラーヌスのう

ちで要職を占めるものが少ないとすれば，記録への登場頻度も少なくて当然

であろう。

[四]

カペラーヌスの語義は，あらためていうまでもなくカペラ勤務の聖職者で

ある。そのことは，カペラーヌスに関して、カペラに勤務。するとか、カペ

ラで祭式を執行グするという定型表現が頻繁になされることでも明白であ
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る。本稿ではこの定型表現について，第5節・第6節ですでに検討した。

ではカペラーヌスの勤務先は，カペラだけに限定されるか。カペラーヌス

が聖堂区司祭職を取得する事例は，第3節・第4節で列挙したように，必ず

しも僅少とも例外ともいいがたい。逆にカペラ勤務者は，カペラーヌスだけ

に限定されるか。本節では，まずその点の検証が課題になる。

[1]①“・….. quod Simoni de Burneham， clerico Edwardi filii 

regis， ministranti in capella castri regis de Windles' [Windsor J・

(1243)" - CCR， V， 102. ②“…… quod Symon de Burnham， capel-

lanus， sit capellanus Margarete filie regis， et quod celebret singulis 

diebus de beata Virgine…… (1244)"一一Ibid.，p. 211. 

第1節の引用[6 Jの一部にあらためて注目しよう。この①および②がそ

れである。サイモンは①の時点において王太子エドワードつまり後のエド

ワード 1世のクレーリクスであり，ウィンザ王域内のカペラに勤務してい

た。カペラーヌスに特有の定型表現がクレーリクスに用いられている。彼は

②によって王女マーガレトのカペラーヌスに任命され，聖処女マリアの祝日

ごとに祭式を執行することになった。クレーリクスもまたカペラに勤務する

ことがあり，その結果であろうか，②ではカペラーヌスと明記されている。

[ 2 J ① “…・・ quod concessimus J ohanni de N ereford， clerico nos-

tro， capellam de 羽Togheners [W onersh， co. Surry J …… (1224)"一一

CPR， 1， 497. ②“Rogerus de Essex， clericus， habet literas de 

presentatione ad c<<ρellam de Hamesthweit [Hampsthwaite， co. Y orkJ 

que ad donationem domini regis pertinet…… (1225)"一一CPR，II， 9. 

③(1)“Rex dedit Willelmo Bataill' capellas regis Sancte Marie et 

Sancti J ohannis Baptiste de Divis' [Devizes， co. WiltsJ …・・・ (1247)" 

一一CCR，V， 525. (2)“Grant to William Bataille， the king's clerk of 

the chapel， of the prebend in the chapel of St Juliana [Shrewsbury J 

(1246)" - CPR， III， 486. (3)“…… William Bataille， king's 

clerk， to have full seisin of the prebend in the church of St Mary， 

Shrewsbury …… (1252)" CPR， IV， 149. 
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最初のジョンも次のロジャも，文面にクレーリクスと明記されている。国

王はジョンにカペラを、譲渡。し，ロジャをカペラへ、推薦'した。③の

ウィリアムには，ディヴァイジズのカペラ 2件が、贈与かされている。ウィ

リアムもまた(2)と(3)とにおいてクレーリクスと書かれている。ディヴァイジ

ズではカペラそれ自体の占有権を贈与され，シュロウズベリでは聖ユーリ

アーナ、礼拝所グと聖母マリア、聖堂。とでプレベン夕、すなわち参事会員聖

職禄を取得した。この両者はいずれも王立自由礼拝所であり，在俗聖職者の

参事会が置かれている。

ところでウィリアムは，③の(2)によれば、カペラのクレーリクス汐であ

る1)。しかもそのカペラとは国王のカペラであり，従って彼は、国王のカペ

ラの国王のクレーリクスグである。前節の引用[5 J①のフィリプは、国王

のカペラのクレーリクスかであった。いずれも、カペラ所属。の意味であろ

う。クレーリクスは，ジョン・ロジャ・ウィリアムのように、カペラ占有

者かでありえた。それのみかクレーリクスは，ウィリアムやフィリプのよう

に、カペラ所属'にもなりえた。

1)“Rex dedit Henrico de Wygorn'， clerico cajうelleregis， illas duas ecclesias in 

villa Divisarum， quas Willelmus Bataille， cleriαts ejusdem capelle， prius tenuit 

. (1252)"一一CCR，VII， 165. この勅許状では，ディヴァイジズの、カペラグが

、エクレーシア。と書かれている。

[ 3 J ① “…・・・ Guala …… cardinalis， apostolice sedis legatus， 

nomine nostro contulit di1ecto clerico nostro Radulfo de N orwico 

decanatum capelle nostre Walengeford [羽Tallingford，co. BerksJ， cum 

omni jure et dignitate et omnibus pertinenciis suis…… (1217)" 

CPR， 1， 27f. Cf. also pp.32， 105， 127， 136 [as cleric附 regisJ ②

“Grant to John de Langetoft， king's clerk， of a prebend …… in the 

chapel of [St Mary andJ the Holy Angels near the cathedral 

church of St Peter， York …… (1255)" 一一 CPR，IV， 427. Cf. also 
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p. 533 [as king's clerk]. 

ウォリングファドのカペラもまた王立自由礼拝所である。レイフは，その

カペラの参事会長職を取得した。定義上のカペラーヌスになったはずである

が，記録文面ではクレーリクスと書かれている。②のジョンは，ヨーク大司

教座の近傍のカペラで参事会員聖職禄を取得した。いいかえると彼はそのカ

ペラで参事会員資格を取得し，その限りにおいてまさに、カペラ所属'に

なったはずであるが，その後もクレーリクスの称号を帯びている。

[ 4 ]①“Willelmus de Wintonia， clericus domini regis de cOoμlla 

sua， habet litteras de presentatione .…・・ (1221)" 一一CPR，1， 300. ② 

“Rex commisit Roberto de Cantuaria， clerico suo de capella sua， 

terram ……(1234)" - CCR， 11， 535. Cf. also Ibid.， pp.182， 275; 

CCR， III， 482; CCR， CCR， VI， 174. ③“…… et Warino de Philippo 

clericis de cゆellaregis， ij robas， sicut aliis clericis regis…… (1243)" 

CCR， V， 148. ④“…... faciant habere uxori J ohannis de Cambio， 

clerici de capella regis， unam robam…… (1251)"一一CCR，VI， 505. 

⑤ “…・・・ faciant habere Roberto de Cantuar'， juniori， clerici cαρelle 

regis， unam robam sicut ceteris clericis capelle regis (1253)"一一CCR，

VII， 307. ⑥ “…・・・ Gilberto de Stubbeh' et Willelmo de Sancto 

Goramo faciant habere robas suas， sicut aliis clericis de ca.ρella regお
(1256)" - CCR， X， 18. 

斜体字の文言に注目しよう。いずれも、国王のカペラの国王のクレーリク

スグを意味するものであるが，そのカペラの所在地を明示していない。前出

[ 3 ]の①では，所在地がウォリングファドと明記されている。所在地の記

載がないのは何故か。その理由の指摘に先だ、って，若干の事例を追加してお

こう。なお④のジョンは妻帯者であり，この勅許状は国王がジョンの妻ヘガ

ウンを与えたものである 2)。

2 ) ①“…・・・ faciat haber巴 uxori Roberti de Cantuar' j. dolim vini， de dono 

r巴gis(1246)"一 CCR，V， 465. ②“Grant….  to Robert de Cantuaria， king's 
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clerk， son of Robert de Cantuaria， sometim巴 king'sclerk， of…一 (1257)"一一
CPR， IV， 539. Cf. also p.580 この 2通の勅許状によって，上記の②と⑤との 2

名のロパートの関係を示している。②のロノfートもまた妻帯者であり，妻は国王から 1樽

のワインを支給されている。

[ 5 ]①“…… Henrico Constantini， clerico Dゆelleregis， unum de 

equis illis…… habere faciat de dono regis (1260)" - CCR， XI， 99. 

②“…… Ricardum de Sarr'， clericum ca.μlle regis， in possessione 

ecclesie sue de Eston' [Aston， co. SouthamptonJ manuteneat et 

defendat .…・・ (1260)" - Ibid.， pp. 28lf. ③ “… quia clerici de 

mμlla nostra propter infirmitates suas nobiscum morari non possunt， 

Nicholaum de Burd'， Johannem de Exon' et Philippum de Sancto 

Maxencio， clericos ejusdem cゆelle…… venirefaciatis (1262)" 

CCR， XII， 174. 

最後の勅許状③は，すでに第 1節において引用[5 ]として扱われてい

た。ここではあらためて、国王のカペラの国王のクレーリクスグの事例とし

て引用した。カペラの所在地が明記されていない点では，これらも同様であ

る。

[ 6 ]①“…... quod habere faciant Ricardo de Horeforton'， clerico 

capelle Edmundi filii regis， unum robam…… (1256)"一一CCR，IX， 

271.②“Presentation of Hugh de la Penne， clerk of the queen 's 

chaρel， to the church of Sherinton [Sherrington， co. WiltsJ 

(1252)"一一CPR，IV， 127. 

これらはそれぞれ、王子のカペラのクレーリクス汐ならびに、王妃のカペ

ラのクレーリクス汐に関する記録で，しかもそれらのカペラの所在地が明記

されていない。ではこのばあいにも所在地の記載がないのは何故か。、国王

のカペラ汐とあわせて検討しよう。

J. H.デントンによれば，史料における、capel1aregisかという用語は国

王の家政内のカベラを意味することがあり，そのばあいには、Chapel
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Royal"という訳語が最適であるという。以下これを CRと略記し， CRな

るものに関するデントンの解説を要約しよう九

3) J. H. Denton， English Royal Free Chapels， 1100-1300， a Constitu抑制f

Stud.ア， 1970， pp. 3ff. 

CRの構成員は決して多数とはいえず，エドワード 1世治世ではその全定

員がおそらくカペラーヌス 6名，クレーリクス 6名のほかに、sumpterers

[sicJ "が少なくとも 4名であったという。最後の少なくとも 4名とは，い

わば輸送係であろう。その後15世紀の中葉までに， CRの定員は49名に

なった。それは、yeoman汐1名，、sergeant" 1名や、choirboy"10名の

ほかに，、servant" 2名を含む数字である。デントンはへンリ 3世治世の定

員に言及していないが，エドワード 1世治世よりも小規模であろうか九

4) Ian Bent，‘The English Chapel Royal before 1300'， Proceedings 01 the 

Royal Musical Association， XC， (1963/4)， pp. 87ff. デントンの指摘はこの研究に

依拠したもので，へンリ 3世治世のCRの構成に関しては，ベント自身が明言を避けてい

る。

CRの所管事項は，国王や宮廷構成員のために聖務日課と主要な儀式とを

執行することである。要するに宗教儀礼がそれであった。 CRは国王の、家

政の一部かであり，そのことからして必然的に‘ambulatory'であった'と

いう。その意味は，国王の巡幸とともにイングランド各地を、歩く汐という

ことである。 CRが移動するからこそ，上記の輸送係も必要になろう九

5 )“Mandatum巴stabbatibus Kirkest'， de parco Lude， Revesby， et de Valle 

Dei quod provieant regi de iiijur. equis summariis ad capellam regis et rotulos 

cancellarie deportandos (1257)" - CCR， X， 137. この勅許状は 2名の修道院長

にあてたもので， CRを輸送しまた大法官府の記録文書を輸送すべく荷馬車のための馬4

頭の提供を指示している。 CRの輸送とは， CRの祭具の輸送であろうか。なお上記の

、sumpterer"ということばは O.E.D.に記載されていない。ペントやデントンは
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、sumpterman"の意味で用いたものであろう。

国王はイングランド以外にも各地に CRをもっており，イングランド以外

のCRはしかるべき統治拠点の王城内に定着していた。たとえば第5節引用

[1]の夕、プリンの玉城内のカペラがそれであろう。それに対してイングラ

ンド内におげる CRは，デントンによれば "aplace汐ではなくて、

department of state"であった。字義通りにいえば， CRとは移動可能な

、国家部局'であり，所在地不定あるいは所在地可変の、要員集団かがその

実態である。

ほかに王国各地の王立自由礼拝所については，本稿でもすでに再三にわ

たって述べている。ウエストミンスタやウィンザの国王宮廷にも常設のカペ

ラがあり，それぞれに所定の聖職者が在籍する。本節引用[1 ]のサイモン

は，ウィンザ王域内のカペラに勤務した。しかし彼ら自身は在籍しながら常

勤しないことがあり，むしろ非常勤者が多数である。非常勤のばあいには，

本人の負担において聖務代行者を配置した九

6 )前出拙稿Kでは，そのような代行者委任の実態を司教補佐について詳述した。

CRの要員はこれら王立自由礼拝所の非常勤参事会員を兼任することもあ

るが，本来は CRに常勤すべきものであろう。王立自由礼拝所の在籍者であ

れば，ほぽ通例としてそのカペラの所在地が文面に明記される。本節引用

[ 3 ]①のカペラは，所在地がウォリングファドであった。それに対して

CRのばあいは，明記すべき所在地が存在しない。引用[6 ]の、王子のカ

ペラグならびに、王妃のカペラかも同様ではないか。

では所在地を明記せず単に、国王のカペラかとだけ書かれていれば，すべ

てCRであるといえるか。いいかえると上記一連の、国王のカペラグは，す

べて CRであるか。その点については軽率な断定を控えざるをえないが，上

記の事例のうちの少なくともいくつかには， CRの可能性があろう。

デントンの見解に関連して，一点、だけを追記しておこう。彼によればCR
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とは上記の通り、partof the [king'sJ householdかである。この、家政の

一部かとは何か。やはり彼によれば、国王の家政の全体がCRを構成すると

は見なしえないかということで，その意味でCRは、家政の一部'である。

前節[第6表]では，国王のクレーリクスの欄に 6名の、国王家政のク

レーリクス。が記載されている。この、国王家政のクレーリクス汐とは，

CR所属のクレーリクスであろうか。 CRが、家政の一部グであるとすれば

その可能性も推定されるが，手もとの史料からはその確証がえられなかっ

た九逆にいえば国王家政のクレーリクスがすべて CR所属であったとは見

なしがたく，現時点では CR以外に，あるいはそれ以外にも国王家政のク

レーリクスが存在したものと考えておきたい。

7)“…… at the instance of Richard de Sarr'， the king's household clerk . 

(1272)" - CPR， VI， 664. このリチヤードは[5 ]②のリチヤードと同一人であ

るか。また仮に同一人であるとしても，この時点でなおも CRのカペラーヌスであった

か。この事例についても，結局は確証がえられない。

* * * * * 
〈要約〉

O 第1点 この節の前半では，カペラ勤務者がカペラーヌスだけに留

まらずクレーリクスもまたそこに在籍しうることを確認した。

O 第2点 それに関連して後半では，いわゆる、国王のカペラの国王

のクレーリクスゥの存在を確認した。クレーリクスは、国王のカペラかにも

在籍している。なお国王のカペラといえば，筆者はこれまで一連の拙稿で

、王立自由礼拝所かなるものに言及してきた。これはロンドン聖マルティヌ

ス大聖堂を筆頭として，王国の各地に散在する。これらもまた国王のカペラ

であり，その管理機構としての参事会は主として国王のクレーリクスによっ

て構成された。

O 第3点 ほかに本節では、国王のカペラかのうちで，所在地が明記

されないものに言及した。そのカペラとは国王の身辺に常勤の要員集団であ
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り，特定の建造物あるいは場所を意味しない。その集団は国王の巡幸ととも

に移動する点において，所在地不定あるいは所在地可変であった。上記のデ

ントンによれば，これは、ChapelRoyal"と呼ばれるべきもので，本稿で

はCRと略記した。エドワード 1世の治世における CRは，カペラーヌス 6

名，クレーリクス 6名のほかに運搬係が少なくとも 4名で構成されていた。

へンリ 3世治世については構成が不明である。しかしそれぞれの定員が不明

とはいえ，へンリ 3世治世にも CRは存在し，そこにはカペラーヌスとなら

んでクレーリクスが在籍していたに相違ない。

[四]

本節では残されたいくつかの間題点について，手短に触れておこう。

o カペラ内の序列
本稿第6節では，カペラーヌスとよばれるものが大法官・財務府長官など

の主要官職から，また司教・司教補佐などの主要聖職からもほぼ排除されて

いたことを確認、した。カペラーヌスとクレーリクスとは，まさにこの点にお

いて顕著な相違を見せていた。では両者の聞に序列の点で上下の差異がある

か。クレーリクス上位といえるか。

デントンはエドワード 1世治世の国王のカペラの構成に関して，上記の通

り、カペラーヌス 6名，クレーリクス 6名。と書いている。このような記載

順序は，デントンに特有のものか，あるいはこの順序には特別な意味がある

か。

[ 1 ]。①“…… quodWillelmum cゆellanumet J acobum de Dovor' 

clericum， quos dominus rex mittit ad Isabellam， sororem suam， ad 

morandum cum ea et deserviendum in officio caρellani et clerici… 

(1235)"一一CCR，III， 73. ②“Abbatissa de Tarrent' aUornavit … 
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Thomam capellanum de Tarrent' et Willelmum de Brumham， 

clericum， ad lucrandum vel perdendum in loquela …… (1237)"一一

Ibid.， p.516. ③ “…・・・ faciatis habere Symoni， caμ助nonostro， et 

Magistro Waltero de Lench'， clerico capelle nostre， duas capas 

furratas ..…・ (124l)"一CCR，IV， 337 ⑤“H ・... faciat habere 

Simoni， c<<μllano ministranti in capella regis de Windes'， j. robam 

et Roberto de Drumar'， clerico， j. robam…… et Chinchio-

koniano clerico j. robam …… (1243)" 一一CCR，V， 148. ⑥ “…… 

idem J ohannes …・・・ ecclesiam suam de Middilton' ...... commiserit et 

concesserit Willelmo de Hause， capellano， et Henrico Purcel'， clerico， 

tenendam per triennium …… (1260)"一一CCR，XI， 214f. ⑦“Johan-

nes de Slapton" capellanω， Petrus de Slapton'， clericus， Willelmus 

. et Hugo .….. recognoverunt .…・・ (1268)"一一CCR，XIII， 549. ⑧ 

“Magister…… loco suo posuit Adam de la More c<<μllanum et 

Robertum de Laverstok' clericum sub alternacione ad lucrandum vel 

perdendum in omnibus placitis et loquelis motis attornatos pro ipso 

Henrico…… (1269)"一一CCR，XIV， 95. 

これらはいずれも『密封勅許状簿』からの引用で 8件のすべてにおいて

カペラーヌス・クレーリクスとが等位接続調で併記されている。逆にいえば

これら 8件は，両者の併記が見られ，しかも『密封勅許状簿』全14巻から

筆者が発見しえたもののすべてである。記載の順序としては，カペラーヌス

が先行している点において例外がない。

[ 2] ①“Appointment of…… to deliver the gaol. of Stafford . 

of chaplains and clerksβ234)"一一CPR，III， 76. ②“Protection . 

for the dean of the free chapel of St Mary， Shrewsbury， and the 

canons， chaJうlains，clerks， and servitors thereof (1248)" - CPR， IV， 8. 

③“Mandate to the deans， canons and chゅlainsin the king's [free] 

chapels of Stafford， Bruges [BridgenorthJ， Tethale [TettenhallJ， 

Wulvrenhampton [WolverhamptonJ， Salopesbiry [Shrewsbury] and 
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Pencriz [Penkridge]， and their parishioners …・・ (1254)" Ibid.， p. 371. 

④ “Simple protection for .…・・ the chゅlainsand clerks of the king's 

chapel of the castle of Shrewsbury …… (1255)"一一Ibid.，p. 411. ⑤ 

“The dean and chapter of Tuam [IrelandJ have licence to elect the 

archbishop ...... by Reynold the chaρlain and Maurice called Lum-

bard， clerk， coming to court with letters of the same dean and chap-

ter (1256)" - Ibid.， p. 485. 

これらは「開封勅許状簿』からの引用である。③を除くすべてにおいてカ

ペラーヌス・クレーリクスが併記され，しかもやはりカペラーヌスが先行し

ている。引用[1]の8件の事例にせよ，またこれらにせよ書式・内容が一

様でな己。それにもかかわらずカペラーヌスの先行がすべてに見られ，逆順

のものは検出されない。

さらに②においては，スタブアド王立自由礼拝所の参事会長・参事会員に

続いて，カペラーヌス・クレーリクスが併記され，最後に、セルウィトノレグ

すなわちおそらく俗人の勤務者が付記されている。他方③では，併記が参事

会長・参事会員・カペラーヌスまでに留まった。いずれにせよこの記載順序

は，これら王立のカペラにおける職階の序列を示すものにほかならない。要

するに少なくとも職階の序列においては，カペラーヌスがクレーリクスの上

位にあった。

本稿第6節の検証結果によれば，カペラーヌスは大法官・財務府長官など

の主要官職からも，また司教・司教補佐などの主要聖職からもほぼ排除され

ていた。両者をその側面だけで比較すれば，クレーリクスの上位はまさに圧

倒的である。しかし両者をカペラ内の職階という側面から見れば，逆にカペ

ラーヌス上位といわざるをえない。ここでは，とりあえずその事実を確認し

ておきたい1)。

1 )“Finally， in 1318 the constitution of the capella [regis] is laid down as: a 

chief chaPlain and five other chaplains， all earning 7Yzd. a day， and six cl巴rks，

earning 4Yzd. a day." -Ian Bent， op. cit.， p.90. カペラーヌス上位は日当に
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も現れている。

~ 2 カペラーヌスと、広義のクレーリクスグ

本稿の序説および第1節では，同一人に関してカペラーヌス・クレーリク

スの称号が検出された。しかもその事例は，カペラーヌス・クレーリクスの

総数からすればむしろ僅少の例外でしかなかった。では仮に僅少の例外とは

いえ，同一人が双方の称号を帯びることがありえたのは何故か。その理由の

一つは，カペラーヌスが、広義のクレーリクスグに含まれることにあろう。

[ 3 ]“ (1) Quia venerabilis pater W [i11elmus de Kilkenny] Elyensis 

[episcopus] electus regi per litteras suas patentes significavit (2) 

quod Nicholaus de Brakendel'， clericus， captus et in prisona nostra 

Cantebr' [Cambridge] pro morte cujusdam hominis…… (3) et idem 

electus a rege requisivit predictum Nicholaum ..…・ secundumliber-

tatem ecclesiasticam liberari， (4) madatum est …… quod eundem 

Nicholaum predicto electo secundum libertatem predictam et modum 

et co附 uetudinemin regno regis hactenus optentam liberent (1255)" 

一一 CCR，IV， 96. 

イーリ司教予定者ウィリアムから開封書状によって国王へ申告があった

(1)。それによればクレーリクス身分のニコラスが殺人罪で告発され，ケムプ

リヂの国王の監獄に拘置されている(2)。司教予定者は，ニコラスの釈放を要

請した。釈放要請は、リーベルタース=エクレーシアスティカ。つまり、教

会の自由グに準拠してなされた(3)。この勅許状は，監獄の責任者にニコラス

の身柄引き渡しを指示したものである。引き渡しは、教会の自由汐を考慮し

たもので，また王国古来の、方式。と、慣習グとに準拠してなされるという

(4)。

なおこのばあいの、釈放かとは，(4)に記載の通り、上記の司教予定者のも

とへの釈放かである。いいかえると完全な無罪釈放ではなくて，国王の裁判

管轄権から司教の裁判管轄権への移管であった。
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[ 4 ]①“Quia per litteras patentes venerabilis patris R[icardus de 

Gravesend] Lincolniensis episcopi accepimus quod， cum Ricardus de 

Houton'， clericus Lincolniensis diocesis， rettatus esset super crimine 

homicidii et in prisona nostra N orhamt' [N orthampton] detentus et 

postmodum a prefato episcopo perρrivilegium clericale esset re 

quisitus et ei liberatus…… (1262)" - CCR， XII， 88. ②“・…ー cum

Johannes de Holt'， clericus Londoniensis diocesis…… in prisona nos-

tra apud Chelmerford [Chelmsford， co. Essex] detentus…… ab epis-

copo Londoniensi perρrivilegium clericale esset requisitus et ei liber-

tatus ..…・ (1262)" - Ibidリ p.89. ③ ベ・・… patris W[alteri de 

Bronescombe] Exoniensis episcopi …… quod J ordanus de Kylme-

worthi， clericus sue diocese， rettatus …・・・ de morte Radulfi de Boute-

port et in prisona nostra Exonie detentus ...... ab ipso episcopo per 

privilegium clericale requisitus et ei liberatus…… (1263)"一一Ibid.，

p.262. Cf. also CCR， XIII， 473; CCR， XIV， 356. 

これらもまた前出引用[3 ]と基本的に同一内容・同一書式と見なしてよ

い。相違はもっぱら斜体字の文言にある。すなわち、リーベルタース=エク

レーシアスティカかという文言が、プリーウィレーギウム=クレーりカーレ汐

に入れ替わっている。要するに名詞が、自由グから、特権汐に変わり，また

形容詞が、教会のグあるいは、教会人のかから、クレーリクスの'に置き換

えられている。

、リーベlレタースグが、プリーウイレーギウム汐と互換的に用いられるこ

とは，むしろ通例といって差し支えない。問題はこの文脈における、クレー

リクスグであって，これらでは、教会人グ全般，つまり聖職者全般という最

広義に用いられている。なお①では被告リチヤードが、リンカン司教管区の

クレーリクスかであるといい，ほかの 2名にも所属の司教管区が明記されて

いる。それは裁判管轄権の帰属と不可分であろう九

2 )“(1) Quia venerabiles patr巴sP. Herefordensis et F. Londoniensis episcopi 
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contendunt (2) quis eorum racione privilegii clericalis habere debeat J ohannem 

de From'， dictum clericum， (3) quem detinemus in prisona pro morte prioris 

Campanie， (4) qui ad instinctum et machinacionem dicti Johannis in ecclesia 

Her巴ford'coram altari crudeliter fuit interfectus…… (5) Et quia巴odemJohan 

ne a nobis r巴ceptoetit巴ratocarceri mancipato apud London'…… (6) mandamus 

ipsum Johannem officiali ven巴rabilispatris B. Cantuariensis archiepiscopi ... 

liberari faciat…… (1254)" - CCR， VIII， 315. へレファド司教とロンドン司教

との聞に対立があった(1)。争点は、クレーリクスの特権。に基づく裁判管轄権であった。

被告ジョンは，身分がクレーリクスであるという(2)。彼はカムパーニュの修道参事会長の

殺害容疑で国王の監獄に拘置されている(3)。参事会長は，ジョンの好計によってへレフア

ド司教座聖堂の祭壇の前で殺害された(4)。ジョンの逮捕・投獄はロンドンでなされた(5)。

犯罪の場所はへレファドであるが，現に拘置されているのはロンドンである。要するに争

点は，犯罪の場所か拘置の場所かということであった。ジョンの身柄はカンタベリ大司教

座の首席判事に引き渡された(6)。

[ 5 ]①“Quia per litteras patentes magisri Willelmi de Sutwell'， 

officialis venerabilis patris R [icardi de Gravesend] Lincolniensis epis-

copi…… accepimus quod， cum Ricardus de Herliston'， ca.ρellan悶
Lincolniensis diocesis irretitus esset super crimine homicidii et in 

prisona nostra apud N orhamt' detentus et postmodum a prefato epis-

copo perρrivilegium clericale esset requisitus et ei liberatus (1262)" 

一一 CCR，XII， 30. ② “Quia per litteras patentes venerabilis patris 

W[alter de Giffard] Eboracensis archiepiscopi…… accepimus quod， 

cum Robertus Arkil， capellanus sue diocesis， rettatus esset…… de 

morte Rogeri filii Matildis de Kilum et in prisona nostra Eboraci 

detentus et postea ab ipso archiepiscopo perρrivilegium clericale 

esset requisitus et ei liberatus…… (1268)"一一 CCR，XIII， 480. ③ 

“Quia per litteras patentes venerabilis patris R. Lincolniensis episcopi 

accepimus quod， cum Henricus de Westenestowe， capellanus sue 

diocesis， nuper rettatus esset … in prisona nostra N orhamt' 

detentus， et postea a ipso episcopo perρrivilegium clericale esset re-
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quisitus et ei liberatus…… (1268)"一一Ibid.，p. 485. 

最初の事例では，司教自身ではなくて司教座の首席判事ウィリアムの開封

書状に言及されている。しかしその点を別とすれば， 3件いずれも基本的に

同一内容・同一書式の文書である。被告3名の身分はすべて、カペラーヌ

スグと明記されているが，これらの事件はすべて、クレーリクスの特権。に

配慮して所属管区の司教・大司教の裁判管轄権のもとへ移管されている。ク

レーリクスの特権は，カペラーヌスにも及んでいる。カペラーヌスが広義の

クレーリクスに含まれていることは，これらの事例によっても明白であ

る3)。

3 )①“Order to restore to John de Breteby， clerk， his chattels， which were 

taken into the king's hands by the sheriff upon his being imprisoned at Melton 

for certain tr巴spasseswherewith he was charged until he could be delivered to 

the official of the archdeacon of Leicester as a clerk in accordance with the 

ecclesiastical liberty as h巴 haspurged his innocence befor巴 theofficial ..... 

(1275)" CCR， 1272-79， p. 189f. Cf. also p. 195. ②“Order to restore to J ohn de 

Fynham， clerk， all his lands， goods， chattels which were taken into the king's 

hands upon his being charg巴dwith the homicide of Geoffrey de Croyleffeld， for 

which he was imprisoned at Warwick ...... he was delivered to R. bishop of 

Coventry and Lichfield in accordance with th巴privilege01 the clergy as he has 

purged himself canonically of the homicide …… (1278)"一一Ibid.，p.479. Cf. also 

pp. 218， 532. 参考までにエドワード 1世治世の『密封勅許状簿』第1巻から引用し

た。引き続き、自由'も、特権。も見受けられる。

[ 6 ]①“…... cum episcopis Anglie et aliis magnatibus， tam 

clericis quam laicis…… (1240)"一一CCR，V， 350. ②“…… clericum 

vel laicum Anglicum vel alienigenam…… (1245)" - CCR， V， 350. 

③“de regno regis， clerici vel laici， faciunt escambium de denariis 

suis…… (1248)"一一CCR，VI， 108. 

この文面では、クレーリクスグが、ラーイクスグすなわち俗人と対比され

ており，そのことは教皇ボニファーキウス 8世の回勅、ClericisLaicos" 
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(1296年)の事例を想起するまでもなく明らかである。引用[5 ]のクレー

リクスもまた同様に，俗人との対比における聖職者一般であり，いわば最広

義のクレーリクスであろう。

~ 3 中世後期のカペラーヌスとクレーリクス

筆者はかつてエドワード 1世以降について，カペラーヌスやクレーリクス

などの消長を追跡したことがある。それはエドワード 1世の治世初年からエ

ドワード 6世の治世末年まで，すなわち 1272年から 1553年までほぼ280年

間にわたっている。主要な典拠は『開封勅許状簿』であった九

4 )拙稿L'、King'sclerks"の下限考ーー、King'sservants"考(序)J北海道大学

文学部『人文科学論集」第20号 (1983/84)。拙稿M'中世後期における、、King's ser-

vants" J イギリス中世史研究会『イギリス中世社会の研究~ (山川出版社， 1985)。

次の[参考4]は，その調査結果の一部を再現したものである。エドワー

ド1世に関して吋1) 1272-1281かと付記されているのは，その治世の『開

封勅許状簿~ 4巻のうちで第1巻だけを対象としたことを示す。へンリ 7世

に関しては第2巻だけを選択した。また最後のエドワード 6世に関しては全

5巻から情報を抽出した。俗人は多様な称号を帯びて登場するが，ここでは

、king'sservantグと明記されているものだけに限定した。

[参考4 検出件数の比較表一一エドワード 1世以降】

Edward 1 (1) 1272-1281 

Edward III (1) 1327-1330 

Henry VI (1) 1422-1429 

Edward IV (1) 1461-1467 

Henry VII (2) 1494-1509 

Edward VI (1-5) 1547-1553 

80 

King's 

Chaplain 

6 

12 

6 

8 

28 

22 

King's 

Clerk 

120 

217 

38 

22 

24 

。

King's 

Servant 

1 

7 

6 

160 

229 

416 
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。拙稿M第1節の[第I表]による。

この調査の当初の目的は，国王行政における聖職者依存から俗人依存への

移行の過程を追跡することにあった。その一方でこの調査の結果として， 15 

世紀末葉以降にカペラーヌスとクレーリクスとの件数に逆転が確認された。

すなわちクレーリクスが減少し消滅する一方で，カペラーヌスが一時的にわ

ずかながら増加した。それは何を意味するか。へンリ 3世治世との対比で考

えておこう。

[参考 5 検出件数の比較表一一へンリ 3世・へンリ 7世】

[A] :へンリ 3世『開封勅許状簿」第6巻(1266-1272年)

[B] :へンリ 7世『開封勅許状簿』第1巻・第2巻 (1485-1509年)

[A] [B] 

国王直属 国王直属(その他)

カペラーヌス 14名 33名 (227名)

カペラーヌス・クレーリクス l名 21名 (11名)

クレーリクス 129名 25名 (269名)

まず [A]すなわちへンリ 3世治世の第6巻においては，国王のクレーリ

クスが国王のカペラーヌスに対して圧倒的に多数であった。双方の称号が重

複して検出されたのは，わずか 1名だけに留まっている。第1節[第1表]

のシノレヴェスタがそれである。

一方の [B]では，国王のカペラーヌスと国王のクレーリクスとが検出件

数において接近し，わずかに逆転している。しかも [B]では，同一人でカ

ペラーヌス・クレーリクス双方の称号を帯びるものが少なくない。その称号

重複の件数は，この治世だけで上記の通り 21名にのぼる。カペラーヌスの
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総数はこの 21名を加えて 54名であり，そのうちの 21名すなわちほぽ40%

が双方の称号を帯びたことになる。また一方のクレーリクスの総数は 46名

であり，そのうちで双方の称号が検出されるも/のは 46%に近い。いいかえ

ると称号重複の件数は，国王のクレーリクスのほぽ半数に迫っている。

なお [B]に関しては，その他のカペラーヌス・クレーリクスについても

検出件数を併記しておいた。( )内の数字がそれである。彼らについては

単に、カペラーヌスかあるいは、クレーリクス。とだけ書かれており，国王

直属か否かいずれとも識別されない。ともあれ双方の検出件数の接近は，こ

の、その他汐においても顕著で、ある。国王直属の聖職者における双方の接近

とは，カペラーヌス全体・クレーリクス全体における接近を背景としていた

というべきか。称号重複は、その他グでもわずかながら検出された九

5 )①“Grant to Thomas Woode， clerk， of the office of rector or chaplain of 

the honour of the chapel of St Mary within th巴 castl巴 ofDover， co. Kent . 

(1487)"一一CPR，1485-94， p.194. ②“Gen巴ralpardon to Diggory Water， clerk， 

ali，ω chaρlain (1488)"一一Ibid.，p. 256. Cf. also pp. 361， 362， 403. ③“Presenta-

tion of Walter W olmer， chaPlain， to the parish church of .… (1500)"一一CPR，

1494-1509， p.220. / “…・・・ Walter Wolmer， clerk .…・・ (1506)" 一一Ibid.，p.488 

④“Presentation of William Draycot[-cott]， chaplain， of a chantry in …・・ (1501)" 

一一Ibid.，p. 225. / “…・・ William Draycott， clerk (1508)" 一一Ib似， p.557. ⑤ 

“Licence for the alienation …… by the following persons of the following lands: 

一一JohnPort， Richard Polayn [Pullayn]， clerk， and John Eggerton， of 3 mes-

suages， 200 a. of land …… by Richard Pullayn， chaplain， of 5 messuages . 

and by Richard Pullayn， clerk， and Humphrey Salte of a messuage (1503)"一一

Ibid.， pp.319f. Cf. also pp.69， 441， 598. 最初のトマスは身分においてクレーリ

クスであり，役職においてカペラーヌスである。②では，同一人が双方の称号で呼ばれる

可能性を明記している。最後のリチヤードは，同一文書の中で両様に書かれている。

若干の史料を例示しよう。

[7]①“Presentation of Richard Payn， king's clerk and chaPlain， 

to the parish church of…… (1487)" - Ibid.， p. 194. ②“Grant . 

to the king's clerk and chゅla仇， Master Richard Brakynburgh， of the 
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prebend .….. (1490)" 一一Ibid.，p. 332. ③ “Licence for the king's 
clerk and chaρlain and councillor Henry Carnebull， late archdeacon 

of York …… to found a chantry …… (1505)"一一CPR，1495 -1509， 

p.394. 

これら 3例においては，まさに単純明解に双方の称号が併記されている。

[ 8 ]①“Grant…... to William Smyth， king's clerk， of the office 

of keeper or clerk of the hanaper of the Chancery …… (1485)" 
CPR， 1485-94， p.48. /“Presentation of William Smyth， chaρlain， to 

the parish church of Great Grymmesby [Grimsby， co. Lincoln] 

(1487)" 一一Ibid.，p.170. ② “…・・・ Thomas Medfeld， one of the chap-

lains of the king's mother， the lady Margaret …… (1485)" - Ibid.， 

p.71. /“Grant to the king's servant， Master Thomas Medfeld， 

clerk， for his good service to the king and to the king's mother， of 

an annuity .…・・ (1486)" - Ibid.， p.97 ③ “Grant .…ー to the king's 

servant Lawrence Squier， clerk， master of the boys of the king's 

chapel， of an annuity …… (1486)" 一一Ibid.，p. l38. / “Grant to 

[Laurence] Squier， one of the chaρlains of the chapel in the house-

hold， of the prebend or canonry …… (1492)" 一一Ibid.，p.407. ④ 
“Grant to the king's clerk， Robert Shirbourn[-borne]， of the prebend 

of 羽Tyldeland，in St Paul's church， London …… (1489)" 一一Ibid.，

p.290. /“・…..to the king's cha，ρlain Robert Shirborne， dean of St 

Paul's， London …… (1503)" - CPR， 1494-1509， p.309. Cf. also 

pp. 237， 414. ⑤“Grant to Master Peter Carmelianus， king's clerk， of 

the prebend …… (1492)"一一CPR，1485-94， p.412. /“Presentation 
to Master Peter Carmelianus， king's secretary in Latin and king's 

chaplain， to the canonry and prebend …-一 (1501)"一一CPR，1494-
1509， p.242. ⑥“Grant to Master Edward Underwood， chaPlain， the 

queen's confessor， of the deanery …… (1494)" 一一Ibid.，p. 7. / 

“Grant…… to Master Edward Underwode， king's clerk， the queen's 
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confessor， of …… (1494)" 一-Ibid.， p. 10. ⑦“Grant to Richard 

Mayew[e]， king's clerk and almoner …… (1497)"一一Ibid.，p. 108. / 

. to Richard Mayewe， king's almoner， chaplain and counci11or 

. (1500)“一一Ibid.，p. 222. 

これら 7例では，クレーリクスとカペラーヌスとが別な勅許状から検出さ

れた。これは称号が一方から他方へ変化したことによるものか。次の事例か

らすれば，必ずしもそのように見なしがたい。双方の併記が可能であるにも

かかわらず，一方だけを記載したまでのことであろう。

[ 9 ]①“Grant to Master Christopher Urs[e] wyk [.wyke， -wik]， 

king's clerk and almoner …… (1485)"一一 CPR，1485-94， p.16. ② 

. to the king's chaPlain Master Chr. Urswyk， his almoner . 

(1485)" - Ibid.， p. 24. ③“…… to the king's clerk， Master Chr. Urs-

wyke， king's almoner …・・・ (1485)" 一一Ibid.，p.66. ④ “・…..Master 

Chr. Urswik， king's clerk and ch~ρlain …… (1487)"一一Ibid.，p.170. 

⑤“…… the king's clerk and counci11or， Master Chr. Urswyk， king's 

almoner …… (1488)"一一Ibid.，p. 237. ⑥“…… Chr. Ursewik， king's 

clerk and counci11or …… (1500)"一一 CPR，1495-1509， p.218. 

双方の称号の併記は，わずかに④だけで見られる。クリストファには④の

ような記載が可能であるにもかかわらず，④以外では一方だけを記載し，他

方が省略されたといえないか。そのことからすれば，上記[参考 5}の21

名とは，たまたま記録文面で併記・併用が確認されたものである。双方の称

号を帯びたものの実数は，はるかに多数にのぼったといえないか。要点を整

理しよう。

ア)へンリ 7世の治世以前:聖職者では、クレーリクスグが圧倒的に多数

で，同一人について、カペラーヌス。との併記・併用の事例は少ない。

イ)へンリ 7世の治世:双方の併記・併用の事例が少なくない。

ウ)へンリ 7世の治世以後:通例として単に、カペラーヌスグとだけ記載

する。

これはあくまでも、国王のクレーリクスグおよび、国王のカペラーヌスグ
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に限定した上での所見であって，へンリ 7世以降に、クレーリクスかそれ自

体が死語になることを意味しない。死語になるのはあくまでも、国王のク

レーリクスグであり，へンリ 8世治世のおいて史料文面から消滅する6)。

6 ) ① “・…・・ John Stokisley， D. D.， the King's clerk， councillor， and almoner 

(1523)" - Ca1endar 01 Letters and Papers， Fore忽η andDomestic， vpl. III.part II， 
1244. ②“Mr Nicholas Heth， King's clerk and counsellor [sicJ (1534)" 

Letters and Paper， vol. VII， 56 ③“Thos. Autan， on巴 ofthe King's clerks. 

Grant for lif巴 ofthe office of one of the King's clerkヲ， with fees of 101. a year 

(1540)"一一Lettersand Papers， vol. XVI， 140. この史料集は，ほかの治世でいえ

ば「開封勅許状簿』に相当するもので，へンリ 8世治世に関しては全体で21巻 33冊に及

ぶ。これら 3名は，筆者が全33冊の全頁から国王のクレーリクスとして検出しえたもの

の最後の 3名である。②までは，従来と同様の事例と見なされる。しかし最後のトマスに

ついては，身分称号としてのホ国王のクレーリクス。というよりは，何らかの役職の呼称

かともおもわれる。いずれにせよ、国王のクレーリクス'は，へンリ 8世治世において死

語になったものと推定される。

要するにへンリ 7世の治世は，国王直属の聖職者に関して用語法上のまさ

に過渡期に相当していた。その治世はまた，聖職者官僚の比重低下すなわち

俗人官僚の比重上昇の時期でもあった。それは，上記の[参考4]からも顕

著である。聖職者官僚はその比重低下の過程において，呼称それ自体も変化

していた。かつて、クレーリクスグは聖職者に関するもっとも広範な呼称で

あり，他方の、カペラーヌスグは基本的にカペラ勤務者の特定呼称つまり特

称であった。しかしへンリ 7世の治世以降には，逆に、カペラーヌスグが国

王官僚の総称になり，一方の、クレーリクスグは死語になる。双方の併記・

併用とは，まさに過渡期の象徴であった。

ではこの用語法上の変化に関して，どのような要因が考えられるか。ここ

では筆者の旧稿の一節を引用するだけに留めよう。

前者(クレーリクス)の消滅と後者(カペラーヌス)の存続との聞に

は，前稿で一応の関連が推定された。クレーリクスの語義が聖職者とい

う身分呼称から書記という役割にまで拡張され，俗人が聖職者から書記
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職を継承するにつれて俗人のクレーリクスが増加した。その結果として

聖職者を俗人の書記から峻別するための呼称が必要になり，以前からの

、国王のカペラーヌスグを、国王のクレーリクス汐の代替の呼称として

使用した，という推定である。逆にいえばカペラーヌスがクレーリクス

を吸収するにつれて語義が拡張され，人数もわずかながら増加して役職

もある程度まで多様化したものとおもわれる九

7)拙稿M，第 2節。また前稿とは拙稿L，第 3節。俗人のクレーリクスについ

て，若干の事例をあげておこう。①“Appointment，during pleasure， of J ohn Sibill， 

esquire， as clerk of the market of the household and throughout the whol巴 realm

・(1484)"一一CPR，1476-85， p.436. ②“John Pow巴r，lat巴 ofLondon， 'gentil 

man，' alias clerk of the avenary of Elizabeth， late queen of England， consort of 

Edward IV ..… (1488)"←ーCPR，1485-94， p.34. ③“Grant …ー tothe king's 

servant Peter Maynwaryng， one of the yeoman of the crown， of the office of the 

clerk of the ordnance (1504)"一-CPR， 1495-1509， p.431. これら 3名はいず

れも役職においてクレーリクスであり，身分においてはそれぞれ斜体字で記載の通り俗人

である。

* * * * * 

く要約〉

本節では残された問題について 3小節に分けて検討した。ここではそれ

ぞれの小節にそくして要点を再確認しておこう。

H カペラ内の序列

カペラーヌスは大法官・財務府長官などの主要官職からも，また司教・司

教補佐などの主要聖職からもほぼ排除されていた。両者を主要官職・主要聖

職との関連で比較するならば，クレーリクスはまさに圧倒的に上位にあっ

た。しかし同ーカペラ内の職階では，文書中の記載順序からして逆にカペ

ラーヌスの上位が確認される。
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~ 2 カペラーヌスと、広義のクレーリクス'

カペラーヌスが、広義のクレーリクスグに含まれることは，いわば常識に

属する。この小節では，その常識を具体的な事例にそくして再確認した。

~ 3 中世後期のカペラーヌスとクレーリクス

この小節で中世後期とは，具体的にはテュータ守朝の始祖へンリ 7世の治世

である。なぜ彼の治世が問題になるか。へンリ 7世の治世は，国王直属の聖

職者に関して用語法上のまさに過渡期に相当していたからである。彼の治世

はまた上記の[参考4]で明らかなように，聖職者官僚の比重低下すなわち

俗人官僚の比重上昇の時期でもあった。

[参考 5]ではへンリ 3世治世から『開封勅許状簿』の第6巻について，

またへンリ 7世治世では同じ r開封勅許状簿』の第1巻・第2巻つまり全巻

についてカペラーヌス・クレーリクスの検出件数を比較した。へンリ 7世の

治世では，双方の検出件数にかなりの接近が見られた。これは端的にいえば

クレーリクスの比率の低下に，いいかえるとカペラーヌスの比率の上昇によ

るものであった。

この接近には，別な一面がある。[参考 5]で明らかなように，同一人に

ついて双方の称号が併記されあるいは併用される事例が多い。これはカペ

ラーヌスとクレーリクスとの間で，語義それ自体の接近あるいは相互浸透が

あったからであろう。その接近・相互浸透の結果としてクレーリクスの語義

は次第にカベラーヌスへ継承され，やがてクレーリクスは死語になる。、国

王のクレーリクスグは，へンリ 8世の治世をもって史料文面から消滅し，他

方の、国王のカペラーヌスグは[参考4]に記載の通りエドワード 6世治世

でもわずかながら検出された。

〈おわりに〉

本稿では，各節の末尾でく要約〉事項を列挙している。従ってもはやそれ

らの克明な反復は不必要であろう。ここではいわば目次にかえて各節ごとに

主題を列挙し，史料所見の要点だけを再確認しておきたい。
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第1節 カペラーヌス・クレーリクスの同一人における併記・併用一一へン

リ3世の治世を通じて，わずか9名にしかそれが検出されない。

第2節 カペラーヌスにおける修道会所属聖職者一ーカペラーヌスは少数な

がら修道会所属聖職者を含んでおり，その点ではクレーリクスと顕著に異

なっている。

第 3節 カペラーヌスにおける聖堂区所属聖職者 カペラーヌスのうちで

圧倒的多数は，聖堂区所属聖職者つまり在俗聖職者である。彼らは司教座

において参事会長職や一般参事会員職を取得することがあり，また司教補

佐に任命されることもある。

第4節 カペラーヌスと聖堂区司祭職一一カペラーヌスはカペラ司祭職のほ

かに聖堂区司祭職を占有することもあり，その点ではクレーリクスと共通

している。

第 5節 カペラーヌスのカペラ勤務一一カペラーヌスの語義はカペラ勤務者

であり，記録文面に特定のカペラへの勤務が定型表現で明記されることも

少なくない。しかし他方のクレーリクスには，そのような特有の定型表現

がない。

第 6節 カペラーヌス・クレーリクスの検出件数一一へンリ 3世の治世に関

しては，クレーリクスが圧倒的に多数である。また主要聖職・主要官職の

占有者はほぼクレーリクスに限定され，カペラーヌスはそれらからほぼ排

除されている。

第 7節 クレーリクスのカペラ在籍 カペラは排他的にカペラーヌスだけ

で構成されることなく，クレーリクスがそこに在籍することもある。

第8節 その他の問題点

~ 1 カペラ内の序列ーグレーリクスがカペラに在籍するときは，序列

においてカペラーヌスの下位におかれる。

~ 2 カペラーヌスと、広義のクレーリクス。 クレーリクスが最広義に

用いられるばあい，カペラーヌスはそれに含まれる。

~ 3 中世後期のカペラーヌスとクレーリクス 中世後期には双方の検

出件数が接近し，やがて逆転する。また検出件数の接近には，語義それ
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自体の接近あるいは相互浸透が推定され，やがて、国王のクレーリク

スかは、国王のカペラーヌスグに吸収されて記録文面から消滅する。

蛇足ながらここで、カペラグ概念の多様性に関して，簡単に言及しておこ

う。以下の引用は，イーアン=ベントの論稿の一節である。

、カペラ汐の語義について，今日では次の 2点が常識になっている。

第1にそれは礼拝の、場所。であり，建造物としては独立の小聖堂であ

るか，また聖堂・学校・城塞などの内部の小部屋であるかを問わない。

第2にそれは、組織かを意味し，国王・王族・貴族など有力者のもとに

勤務するカペラーヌス・クレーリクスの組織がそれである。いわゆる

、チャペル=ロイヤlレ汐は，遅くとも 15世紀までに確立する。これは第

2の語義のカペラ，すなわち、組織かであって、場所。ではない。

一一IanBent， op. cit.， p. 78. 

独立の小聖堂といえば，まず前出のロンドン聖マルティヌス大聖堂を筆頭

として，一連の王立自由礼拝所がそれである。ウィンザの聖ジョージの

、チャペlレかは，それだけで司教座聖堂に匹敵する規模をもっている。また

聖堂区すなわち聖堂区司祭の司牧管区が広いときには，いわば支聖堂区が設

定されて母聖堂のほかに娘聖堂が設置される。これもまた建造物としては独

立の小聖堂であり，一般に、チャペノレグと呼ばれ、チャプレングがそこに配

置される。

第2の語義，すなわちカペラーヌス・クレーリクス集団としてのカペラに

ついては第7節で触れた。、チャペル=ロイヤ1レグという名称の定着に先だっ

て、カペラ=レーギスグが存在した。これはまさに勤務者の組織であって，

所在地不定・移動可能で、あった。

本稿ではこれまで、カペラか概念の多様性に，従って、カペラーヌスグ概

念の多様性について明言を避けてきた。説明を可能な限り平明にするためで

ある。しかしカペラ勤務のカペラーヌスというばあい，カペラもカペラーヌ

スも実態において多様であり，そのことはベントの指摘を待つまでもなく周

知の事実であろう。
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* * * * * 
本稿の構想の端緒は，本稿の官頭でも指摘の通り，前稿「く史料所見〉聖

職者における教皇・国王への同時両属一一1198年からl304年までJ (北海

道大学 r文学部紀要』通巻79号， 1993年)にある。この表題で、同時両

属'とは，ある聖職者が教皇・国王の両者をいわば、封主'とすること，い

いかえると両者の、封臣'になることを意味する。俗人世界のおける、複数

封主制'に相当するものがそれである。

問題は、同時両属グの聖職者の身分呼称である。彼は教皇との関係では

もっぱら、カペラーヌス=パーパエグと呼ばれており，国王との関係では大

半が、クレーリクス=レーギス。と記載されている。、clericuspapae: 

pope's clerk"という記載も皆無ではない。しかしそれは、clericuscamer-

ae papae: clerk of the pope's chamber"すなわち聖庁財務院書記という

特定の役職を意味するもので，教皇直属聖職者の一般的呼称ではない。いず

れにせよ、同時両属'の聖職者は，一方でカペラーヌスと呼ばれ，他方では

クレーリクスと呼ばれた。

しかし国王との関係では，一方にクレーリクスが存在し，他方にはカペ

ラーヌスも少なからず検出される。また中世後期を別とすれば，同一人につ

いて双方の称号の併記・併用の事例が極端に少ない。それはどのような事情

によるものか。その事情の解明は，筆者自身にとって積年の懸案であった。

従って本稿は，そのような積年の懸案の処理を意図したものである。

何故へンリ 3世治世か。それは主として史料集の性格による。へンリ 3世

治世の『開封勅許状簿』は 6巻に分かれ，最初の 2巻だけがラテン語のまま

で刊行されている。それに対して『密封勅許状簿』はへンリ 3世治世の 14

巻すべてがラテン語で刊行され，英語訳はエドワード 1世治世以降である。

本稿では『開封勅許状簿』の第3巻以降，すなわち英語訳の史料も利用し

た。しかしカペラーヌスかクレーリクスか，ことばそれ自体を問題にするに

はラテン語情報の方が望ましい。へンリ 3世治世を選択したのは，英語訳へ

の依存を可能な限り少なくしたいということにあった。

本稿の意図は，ほかにもあった。筆者は本稿の冒頭で、国王のクレーリク
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スグの定義として，次の 2点を指摘している。

O 第 1点 国王のクレーリクスとは，国王の行政官僚のうちでも，聖職者

である点において俗人官僚から区別される。

O 第2点 国王のクレーリクスとは，聖職者のうちでも，国王から直接に

給養される点において他の聖職者から区別される。

筆者は一連の拙稿でこの定義を反復しながら，これまで常に若干の不安

があった。不安とはまさにクレーリクスとカペラーヌスとの関係であり，

語義の異同に確信がもてなかったからである。今回の検証を通じて，次の

第3点・第4点の追加が可能になった。

O 第3点 国王のクレーリクスとは，排他的に聖堂区所属つまり在俗聖職

者である点において修道会所属聖職者から区別される。

O 第4点 国王のクレーリクスとは，所属聖堂あるいは所属カペラでの常

勤の拘束が比較的ゆるやかである点において国王のカペラーヌスから区別

される。

最後の第4点は，第5節での所見に立脚している。カペラーヌスにおいて

は，特定のカペラへの勤務者であることを定型表現によって明記することが

多かった。この定型表現はカペラーヌスにほぼ特有のもので，クレーリクス

ではその類例が僅少に留まる。

ではカペラ勤務者であることの明記とは何を意味するか。あるいは何故そ

の明記が必要であったか。筆者の当面の解釈を述べるならば，その定型表現

は所属カペラでの常勤者であることを確認するためのものであった。いいか

えると常勤義務の確認がその明記あるいは特記の理由であろう。

カペラでの任務では，聖務の執行がその中心になろう。カペラには，カペ

ラーヌスのほかにクレーリクスが在籍することもある。そのように双方が在

籍するばあいには，第8節の第1小節で指摘の通り，カペラーヌスがクレー

リクスの上位にあった。それはおそらく同ーカペラ内での序列であって，す

べてのカペラーヌスがすべてのクレーリクスの上位にあることまでも意味す

るものではない。

カペラーヌスの上位とは，聖務の執行者というその職責における上位であ
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ろう。一方のクレーリクスは，聖務執行においてはカペラーヌスの補助者で

ないか。逆にそれだけにクレーリクスは，所属カペラでの常勤を免除されや

すい。所属先には代行者を委任して常勤させa)，本人は常勤を免除されて国

王行政の多様な分野に登用される。そのばあい本人が所属先で取得する聖職

禄は，神への奉仕の報酬というよりもむしろ国王への奉仕の報酬に転用され

ているb)。

a)前出拙稿Kではそのような代行者委任の実態を司教補佐について詳述した。代行

者委任は，カペラ在籍者だけに留まらず，たとえば司教座参事会員としてのクレーリクス

にも広範に見られた。

b) この転用の実態については，拙稿「国王統治と官僚聖職者一一中世イギリスJ r歴

史と地理~ 447 (山川出版社， 1992)の第3節でも簡略に述べた。

あらためて第 1節[第 1表]に注目しよう。 9名はカベラーヌスともク

レーリクスとも記載されている。その中から後日の大司教・司教が確認さ

れ，また大法官や財務府長官への昇進者も見受けられた。彼らはその役割を

所属カペラ内部での聖務執行者だけに限定せず，所属先を離れてクレーリク

スの役割にまで進出したことによってその地位をえたといえないか。

同様に第6節[参考2]に注目しよう。それはクレーリクスに限定して主

要官職・主要聖職への昇進者を表示したものである。クレーリクスに限定し

たのは，きわめて単純な理由による。カペラーヌスにその該当者が皆無であ

るからにほかならない。カペラーヌスでしかなかったものは，仮に聖務執行

者として適材であっても，活動が所属カペラの枠を超えることなく，行政官

僚としての栄達が望めない。しかも行政官僚としての栄達は，しばしば聖職

者としての栄達をも可能にした。その聞の事情については，これまで一連の

拙稿において再三指摘の通りである。

カペラーヌスとクレーリクスとの聞には，上記の通り幾つかの共通点を指

摘しうる。しかしここであえて、特殊カペラーヌス的側面'と、特殊クレーリ

クス的側面グとを区別するならば，カペラーヌスは名実ともにカペラ内部で

の聖務執行者に特化し，クレーリクスは逆に所属聖堂・所属カペラ以外にも
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多様な活動の舞台をもちえた。国王官僚としての栄達も，また聖職者として

の栄達も，その所属聖堂・所属カペラ以外での業績によるところが少なくな

い。本稿は，そのようないわば、常識グの再確認で終わったことになろう。

筆者の積年の問題関心は，国家と教会との相互補完的関係の検証にある。

その関心からすれば，従来と同様に今後もクレーリクスを重視することにな

ろう。しかしクレーリクスの実態検証を続けるには，カペラーヌスとの異同

の確認が不可避の課題であった。

[付記]

近年一連の拙稿と同様に，本稿もまた欧米先学の業績への言及が少ない。

筆者はその点において，これまで『史学雑誌』の「回顧と展望」で「中世

一一イギリス」担当者から一度ならず苦言をいただいている。欧米先学への

言及が少ないのは，問題関心の水準において欧米先学と筆者との聞に決定的

な落差があるからであろう。

カペラーヌスとクレーリクスとの異同などは，欧米先学にとっておそらく

初歩的な常識であろうか。しかし筆者の疑問は，まさに初歩的な水準にあっ

た。そのような疑問について欧米の先学から懇切な教示を期待しえないとす

れば，筆者自身が史料集から直接に関連情報を選択抽出し，解答を発見しな

くてはならない。本稿もまた，結局は初歩的な疑問への挑戦であった。しか

しそれは筆者にとって不可避の課題であり，またその課題は上記の通り多年

にわたって課題のままで放置されてきた。

筆者はかねてから『開封勅許状簿」や『密封勅許状簿』の特別な価値に注

目し，これら刊本史料集の、体系的利用法'なるものの試行を続けてきた。

そのことについては，別な拙稿「く史料所見>Calenぬr01 RゆalRegis 

ters"における教皇官僚一一1198年から 1471年まで(追補)J (北海道大学

『文学部紀要』通巻78号， 1993年)の[付記]でも述べた。

本稿もまたこれら刊本史料集の、体系的利用法'の試行の一つである。こ

のような試行について，諸賢の評価・批判をうかがえれば幸甚である。

以上
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